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２０１８年度 事業報告書 

（事業期間：２０１８年４月１日～２０１９年３月３１日） 

 

認定ＮＰＯ法人大阪精神医療人権センター 

 

目次： 

第１ 事業の概要 

第２ 「声をきく」活動の実施状況と成果 

第３ 「扉をひらく」活動の実施状況と成果 

第４ 「社会をかえる」活動の実施状況と成果 

第５ その他事業 

第６ 当センターの組織体制等 

 

第１ 事業の概要 

 １ 当センターの目的（ビジョン） 

   当センターは、精神医療及び社会生活における精神障害者の『人権』を擁護する活

動を行うとともに、それを通じて精神障害者に対する社会の理解を促進し、障害の有

無にかかわらず、誰もが安心して暮らせる社会に一歩でも前進させるべく貢献するこ

とを目的（ビジョン）としています。 

 

人権とは 

 

『人権』は、人が生まれながらに有する大切な権利です。『人権』は、障害の有無にか

かわらず、誰にでも同じように守られます。人が自分の生き方を選択し、自分らしく生

きていくためには（個人の尊厳）、『人権』が守られなければなりません。 

大阪精神医療『人権』センターは、精神障害者の『人権』が守られるための活動を続

け、安心してかかれる精神医療の実現を目指しています。 

 

 

 ２ 日本の精神医療の現状と課題解決に向けて～３つのミッションに基づく活動～ 

（１） 日本の精神医療の現状 

   精神障害者の人権が制限され、当たり前に地域で生活し、必要なときに安心してか

かれる医療が整備されているとはいえません。詳細は別紙１のとおりです。 

 

  【日本の精神医療の現状】 

① 多すぎる入院者数、強制入院、長期入院を含む社会的入院、閉鎖処遇・身体拘   

入院者の立場に

たった権利擁護

活動を実践する

法人

権利（があるということ）を知ることの支援（アウトリーチ）

今ある権利を使いこなすことの支援

権利の現状の調査・分析（リサーチ）

権利侵害に対する救済・回復支援

権利を使いこなした結果としての制度改革・新しい制度提案（ロビー活動）

次世代に人権理念を受け継ぎ発展させる人材の育成

権利擁護活動の具体的内容
1
2
3
4
5
6

大阪精神医療『人権』センターは、
精神障害者の『人権』が守られるための活動を続け、
安心してかかれる精神医療の実現を目指します。
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２２００１１９９年年度度  事事業業報報告告書書  

（（事事業業期期間間：：２２００１１９９年年４４月月１１日日～～２２００２２００年年３３月月３３１１日日））  

 

認定ＮＰＯ法人大阪精神医療人権センター 

 

 

目次： 

第１ 事業の概要 

第２ 「声をきく」活動の実施状況と成果 

第３ 「扉をひらく」活動の実施状況と成果 

第４ 「社会をかえる」活動の実施状況と成果 

第５ その他事業 

第６ 当センターの組織体制等  

 

第第１１  事事業業のの概概要要  

  １１  当当セセンンタターーのの目目的的（（ビビジジョョンン））  

   当センターは、精神医療及び社会生活における精神障害者の『人権』を擁護する活

動を行うとともに、それを通じて精神障害者に対する社会の理解を促進し、障害の有

無にかかわらず、誰もが安心して暮らせる社会に一歩でも前進させるべく貢献するこ

とを目的（ビジョン）としています。 

 

人権とは 

 

『人権』は、人が生まれながらに有する大切な権利、自由です。『人権』は、障害の有

無にかかわらず、誰にでも同じように守られます。人が自分の生き方を選択し、自分ら

しく生きていくためには、『人権』が守られなければなりません。 

大阪精神医療人権センターは、精神障害のある人たちの『人権』が守られるための活

動を続け、安心してかかれる精神医療の実現を目指しています。 

 

 

  ２２  日日本本のの精精神神医医療療のの現現状状とと課課題題解解決決にに向向けけてて～～３３つつののビビジジョョンン（（価価値値観観））にに基基づづくく活活

動動～～  

 

日本の精神医療の現状 

精神障害者の人権が制限され、当たり前に地域で生活し、必要なときに安心してかかれる

医療が整備されていないこと 
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日本の精神医療の現状を生み出す３つの課題 

精神科病院に入院中の方の

権利擁護システムが不十分

であること 

 

精神科病院の密室性、閉鎖

性が解消されていないこと 

精神障害、精神疾患に対する

差別意識、偏見が解消されて

いないこと 

３つのミッション、目的、活動内容 

① 声をきく ② 扉をひらく ③ 社会をかえる 

～精神科に入院する方の立

場にたった権利擁護活動を

実践するために～ 

 

～精神科病院を開かれたも

のにするために～ 

 

～安心してかかれる精神医療

を実現するために～ 

 

入院中の方のための個別相

談（手紙、電話及び面会） 

 

精神科病院への訪問活動及

び情報公開 

精神医療及び精神保健福祉に

係る啓発・政策提言（権利擁

護システム研究会及び講演会

等の開催） 
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第第２２  「「声声ををききくく」」活活動動のの実実施施状状況況とと成成果果  

  

当センターは、「声をきく～精神科に入院する方の立場にたった権利擁護活動を実践す

るために～」というビジョン（価値観）をもって、「入院中の方のための個別相談（手紙、

電話及び面会）」を行っています。これにより、精神科に入院中の方のための権利擁護シ

ステムが不十分であるという現状を解消し、本来求められるべき権利擁護システムの構

築を目指します。 

  

１１  個個別別相相談談のの件件数数等等  

精神科に入院する方の立場に立った権利擁護活動を実践するために、当センターで

は、主に精神科病院に入院中の方から、手紙、ＦＡＸ、電話及び面会による個別相談

を実施しています。 

個別相談活動は、私たちの目的に賛同する市民の方々に、個別相談活動の養成講座

を受講していただき、参加してもらっています。現在、個別相談活動の参加者には、

交通費を支給するのみで、ボランティア（無償）でお願いしています。 

面会活動は、相談者の希望に従い、２名１組で行っています。個別相談活動には、

現在、当事者、家族、看護師、ソーシャルワーカー、ヘルパー、弁護士、会社員、建

築士、教員、学生等様々な立場の方が参加しています。 

個別相談の件数は年々増加しており、入院中の方の立場にたった権利擁護活動の必

要性、ニーズの高さは明らかです。また、個別相談活動の参加により精神障害、精神

疾患に対する意識が変わり、日本の精神医療の現状を変えていく必要があると感じる

ようになったという声を多数いただいています。 

 

≪≪相相談談件件数数≫≫  

  ２２００１１９９年年度度   ２０１８年度 ２０１７年度 ２０１６年度 ２０１５年度 

①①  手手紙紙   ２２００００件件   ６０件 ３３件 ３６件 ３０件 

②②  ＦＦＡＡＸＸ   ２２件件   １件 ０件 ２件 ５件 

③③  メメーールル   ４４１１件件   １４件 ４４件 ４件 ６件 

④④  電電話話   ８８８８５５件件   １０２１件 ８５４件 ８３０件 ６７９件 

⑤⑤  面面会会   １１７７９９回回   

（（１１７７病病院院））   

１７１回 

（１９病院） 

１０２回 

（１５病院） 

３９回 

（１２病院） 

２７回 

（１０病院） 

合合計計   １１３３００７７件件   １２６７件 １０３３件 ９１１件 ７４７件 

 

＊電話相談内容の詳細は別紙１、面会件数の詳細は別紙２、面会活動の詳細は別紙３のと

おりです。 
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≪≪相相談談のの傾傾向向、、分分析析≫≫  

手紙による相談の中では、「最近こういうことに困っている」「また面会に来てほしい」

等のお返事がくることにより増えています。また、２０１９年２月以降、新型コロナウ

イルス感染症の影響で面会が制限されることが多くなっているため、手紙によるやりと

りが増えています。 

面会活動は退院による終了が１３名となりました。２年以上かかわってきた方の退院

が２名ありました。 

一方で新型コロナウイルス感染症の影響により、２月後半から３月に予定していた面

会の多くが中止となりました。今も、電話や手紙のやりとりをしながら、病棟で面会を

待っていてくださる方が約５０名います（うち２名は新規の面会希望）。 

 

２２  大大阪阪府府内内ににおおけけるる個個別別相相談談活活動動のの充充実実にに向向けけたた取取組組  

（（１１））個個別別相相談談活活動動（（電電話話相相談談・・面面会会・・手手紙紙））ボボラランンテティィアア養養成成講講座座のの開開催催  

日時 ：２０１９年１２月１４日１３：００～１６：４５ 

場所 ：アットビジネスセンター大阪梅田 ７０４号室（大阪市） 

講師 ：個別相談活動検討チーム 彼谷哲志さん、角野太一さん、細井大輔さん 

参加者：２７名 

目的 ：大阪精神医療人権センターの個別相談活動に興味、関心がある人に対して

同センターの活動を知ってもらい、参加してもらう。 

内容：①大阪精神医療人権センターの活動紹介 

②精神障害者の人権、権利擁護活動の必要性や内容 

③精神保健福祉法（強制入院、身体拘束、隔離）の基礎知識 

④ 入院中の方へ面会に行くときの心構え 

⑤ 大阪精神医療人権センターの個別相談活動の意義や成果 

 

参加者の声（感想）： 

・入院中の方の権利について伝える、思いを聞くということがとても大事だと思った。 

・当事者の“意志の尊重”という名のもと、情報提供をしない（退院に向けた手立てを

示さない）ということは虐待であり、ネグレクトによる人権侵害だと考えました。 

・実際に面会によって変化した環境の様子が聞けて良かった。 

・退院できない理由がさまざまであること、答えがないのではなく、どうすればできる

のかを考える必要があることがわかった。 
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（（２２））事事例例検検討討会会のの開開催催  

個別相談活動の具体的事例をもとに、個別相談活動でできる、できないことを整理

し、権利擁護活動としての個別相談における重要な活動内容や問題点、改善点につい

て意見交換を行い、個別相談活動参加者のフォローアップを行いました。 

 

 

＜第１回＞ 

日時 ：２０１９年８月２８日（水）１８：４５～２１：００  

場所 ：大阪弁護士会館（大阪市） 

司会 ：西川健一さん（個別相談活動検討チーム） 

参加者：１７名 

目的 ：個別相談活動の事例を共有し、課題の解決方法を議論する。 

内容 ：ある日突然、強制入院となり、単身で生活していた住居を解約され、その後の

生活について不安を抱え、また、入院自体 PSW の対応に不満があり、入院環境

に納得していないケースを検討した。 

 

＜第２回＞ 

日時 ：２０１９年１０月３０日（水）１８：４５～２１：００ 

場所 ：大阪弁護士会館（大阪市） 

司会 ：西川健一さん（個別相談活動検討チーム） 

参加者：１４名 

目的 ：個別相談活動の事例を共有し、課題の解決方法を議論する。 

内容 ：長期で任意入院している方で、医師からグループホームによる退院を進められ

ているが、本人が望んでいない、又は悩んでいるケースについて検討した。 

 

＜第３回＞ 

日時 ：２０１９年１２月２２日（日）１３：００～１６：３０ 

場所 ：エルおおさか本館５階（大阪市） 

司会 ：細井大輔さん（理事） 

参加者：２２名 

目的 ：個別相談活動の事例を共有し、課題の解決方法を議論する。 

内容 ：①本人が退院に対して不安を抱いているケース、②医師が退院に反対している

ケース、③家族が反対しているケース、④病院職員による不適切な言動、虐待

ケースの解決方法を検討した。 

 ※日本財団助成事業 
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（（３３））権権利利擁擁護護活活動動のの組組織織的的基基盤盤のの充充実実にに向向けけたた取取組組  

権利擁護活動を充実させていくためには、活動に参加する方々をサポートするため

の組織的基盤の構築が必要不可欠です。そのため、２０１９年度は、以下のとおり、

組織的基盤の構築のために検討会議を実施しました。 

 

＜第１回＞ 権利擁護活動の拡充のための組織論① 

日時 ：２０１９年６月２日１３：００～１６：００ 

場所 ：ＰＬＰ会館 ４階小会議室Ｂ（大阪市） 

講師 ：河合将生さん（NPO 組織基盤強化コンサルタント office musubime・代表） 

内容 ：①組織的取組の必要性、②活動の維持、充実に向けた組織を構築するために必要

なこと（ミッション、ビジョン、中長期計画、人材、資金）、③他事例の紹介（い

い点、悪い点）、④河合さんから見た大阪精神医療人権センターの現状と課題、⑤

解決方法 

参加者：１３名 

 

＜第２回＞ 他事例（伴走型支援士）から考える 

日時 ：２０１９年８月５日１８：３０～２１：００ 

場所 ：大阪弁護士会館 ９０４室（大阪市） 

講師 ：奥田知志さん（認定 NPO 法人抱樸） 

内容 ：①伴走型支援士の取組内容、②取組に向けた課題と解決方法、③取組の成果の測

定方法、④取組のための人材、財源の獲得方法 

参加者：１７名 

 

 

参加者の声（アンケートより）： 

◆面会活動に参加している理由／活動に参加して、うれしかった。 

・まだまだ何の力にもなれていないと思っていますが、まずは外の人が病棟に入ってい

くだけでもいいと思っている。 

・地域で生活している当事者として病院の中に風を送ることができる。 

・またお電話します、また来てほしいと言ってもらえた。 

◆面会活動で悩んだこと・困ったこと 

・一緒に行く人と共有して、いろいろ話をしていますので、大丈夫です。 

・本人の意向に沿うように退院に結びつかないこと。 

◆事例検討会に参加した感想 

・活動に参加する中で、「もやーっ」としていたことが、おぼろげながら整理できた。 

・多角的な考え方、見方ができてよかった。 
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＜第３回＞権利擁護活動の拡充のための組織論② 

日時 ：２０１９年８月１８日１３：００～１６：００ 

場所 ：ＰＬＰ会館 ４階小会議室Ｂ（大阪市） 

講師 ：河合将生さん（NPO 組織基盤強化コンサルタント office musubime・代表） 

参加者：１５名 

 

参加者の声（アンケートより）： 

◆大阪精神医療人権センターの強みについて 

活動を応援してくださる方がたくさんいること／活動を継続してきたこととそのことに

よって多くの方に知ってもらっていること／大阪や近隣に協力者がいること／人とのつ

ながり／独自性があること／事務局があること 

◆大阪精神医療人権センターの弱みについて 

財源の弱さ／システム化されていない／コーディネートがメールベース／事務局とボラ

ンティアの間の中間層がいない／事務局体制 

◆他団体の取り組みを知ること 

・参考になった 

◆伴走型支援士について 

・「支援」という言葉の使い方に気をつけないといけないと思った。入院中の方と面会に

いくボランティアの間で線をひいてしまうことになりかねない。 

・迷っておられる状態もまたよしとお付き合いしていく姿勢の大切さを再認識した。 

・活動参加者を増やすための取り組みとして参考になった。 

 ※日本財団助成事業 

 

３ 大阪府外の個別相談の拡充に向けた取組 

（１）２０１９年度 日本財団助成事業「精神科病院入院者への権利擁護活動の様々な地

域への拡充」の実施 

ア 事業の概要 

大阪精神医療人権センターの活動を全国に広げ、精神科に入院中の方への権利擁護

活動を充実させるために、２０１７年度から日本財団助成事業「精神科病院入院者へ

の権利擁護活動の様々な地域への拡充」に取り組んでいます。２０１９年度も、検討

チーム（彼谷哲志さん、角野太一さん、西川健一さん、細井大輔さん）が中心となり、

以下の事業を実施しました。 

 

イ 入院中の方向けのリーフレット作成 

   入院中の方から相談を受けやすい仕組みを作るために、大阪府以外でも活用できる

精神科に入院中の方に向けたリーフレットを準備しました。同リーフレットは、大阪

精神医療人権センターのウェブサイトから無料でダウンロードできるようになってい

ます。 
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    リリーーフフレレッットトのの概概要要  

① 人権の意義（ひとは、生まれながらにして、かけがえのない価値があり、自分らし

く生きる権利があること） 

② 精神科に入院中の方のための権利、自由の種類や内容（入院中の精神障害者の権利

に関する宣言） 

③ 入院中の方の困りごと、悩みの一覧 

④ 大阪精神医療人権センターへの相談方法 

  

ウウ  研研修修冊冊子子「「一一緒緒ににははじじめめよようう！！！！精精神神科科にに入入院院中中のの方方へへのの面面会会～～権権利利ををままももりり、、今今

をを変変ええてていいくくたためめにに～～」」のの作作成成  

より充実した個別相談の研修を開催するとともに、大阪府以外でも、また、はじめ

ての方でも、精神科病院に入院中の方への面会活動を気軽に始めることができるよう

に、マンガ形式の研修冊子「一緒にはじめよう！！精神科に入院中の方への面会～権

利をまもり、今を変えていくために～」を作成し、販売しています（６００円（税込）

／冊）。  

 

面面会会冊冊子子のの概概要要：：  

この冊子は、「人が生まれながらに有する大切な権利（人権）」の視点から、精神科に入

院中の方へ面会に行くときに知っていてほしいことをまとめたものです。 

日本の精神医療の現状や課題は、まだまだ広く知られていません。私たちは、日本の精

神医療を変えていくために、たくさんのひとたちに、現状と課題を知ってもらいたいと考

えています。この冊子は、イラスト等を活用し、分かりやすいように心がけました。 

是非、この冊子を手に取って、実際に病棟に訪問し、入院している方の声をきく活動に

参加してください。私たちやみなさんの活動がきっと閉じられた扉をひらくことにつなが

っていくものと信じています。 

  

面面会会冊冊子子のの詳詳細細：：  

■知ってほしい!!大阪精神医療人権センターの活動 ■知ってほしい!!精神科に入院中の方

への面会が必要となる理由 ▽人権とは▽権利擁護活動が必要となる理由▽面会活動の意

義～なぜ、私たちは面会活動を続けるのか～ ■知ってほしい!!日本の精神医療の現状 ■

知ってほしい!!精神保健福祉法の枠組み ■『医療保護入院(強制入院)』を捉え直すために 

■大阪弁護士会高齢者・障害者総合支援センターひまわり ■知ってほしい!!身体拘束、隔

離の現状 ■退院請求に関する Q＆A ■知ってほしい!!「できない 100 の理由より、でき

る一つの方法」を考えることの大切さ ■病院職員のジレンマを解決するために ■入院中

の方から話をきくこと～面会のコツ～ ■入院体験者の声／面会相談を利用した方の声／

個別相談ボランティアの声 
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購入者の声（感想）： 

この冊子はこれから「面会活動」を始めたい人にぜひお勧めです。一気に読んでしま

いました。病棟訪問のような本格的なオンブズマン活動は少々ハードルが高く感じられ

ますが、「面会活動」は、たとえば、地域の相談支援事業所等と連携しながら、全国どこ

でも開始できそうです。入院中の方の権利擁護は大事だけれど、何を、どう始めたらよ

いのかと思う時の入り口になるかもしれません。また、入院中の困りごとや、お話を聴

かせていただく時のやり方が具体的、かつ、非常にわかりやすく書かれています。冊子

内の質問例は役に立ちますね。精神科病院に、もし、アドボケーターを配置でき、この

ような寄り添い型で関わってくださったら、患者様はどんなに心強いでしょう。 

さっそく知り合いの事業所にはたらきかけ、一緒に始める準備を開始しました。 

松本真由美さん（PSW・日本福祉医療大学） 

 

時間が経つのを忘れ、夢中で読ませていただきました。和歌山弁護士会には、まだ精

神保健当番弁護士制度がありませんので、貴センターの取組も参考にさせていただきな

がら、取組みを進めていければと考えております。マンパワーが少ないことを言い訳に

してきましたが、できない理由よりも、できる理由を見つけ、いくらでも工夫できるこ

とがあることを周知していければと思います。 

先日、「家族依存から社会的支援に向けて進める会」（通称：進める会）で、冊子を回

覧したときのことですが、「面会活動参加者の声」や「入院体験者の声」に関心が高か

ったように感じました。私個人の感想としては、病気としてみないといけない側面と、

そのことからご本人が感じるしんどさが「入院体験者の声」を読んで初めての人にも「わ

かりやすく伝わる」と思った次第です。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 土橋弘幸さん（弁護士）

 

 

 

エ E ラーニング配信「個別相談活動 養成講座～大阪精神医療人権センターの実践～」

の作成 

精神科に入院中の方への個別相談活動（手紙、電話、面会）を始めたい方や各地に

人権センターを立ち上げたい方への「はじめの一歩」として利用できるビギナー向け

のプログラムとして、「個別相談活動 ボランティア養成講座」の動画プログラムが完

成しました（１本７００円／３０日間のストリーミング期間）。 

 

① 「大阪精神医療人権センターの実践～安心してかかれる精神医療を目指して～」 

講師：細井大輔さん（理事） 

② 「退院できない理由」が誰の理由か考える 

講師：角野太一さん（個別相談活動検討チーム） 

③ 入院している人から話を聞くこと 

講師：彼谷哲志さん（個別相談活動検討チーム） 

 



─　12　─

 

オオ  兵兵庫庫、、神神奈奈川川及及びび埼埼玉玉ででのの公公開開講講座座のの開開催催  

  

      兵兵庫庫県県精精神神医医療療人人権権セセンンタターーととのの共共催催  iinn  兵兵庫庫  

   日時 ：２０１９年６月２９日１０：００～１６：３０ 

   場所 ：兵庫勤労市民センター 第三会議室（神戸市） 

   講師 ：西川健一さん（個別相談活動検討チーム）、細井大輔さん（理事）、藤原理

枝さん（運営会員） 

   参加者：３７名 

    

      YYPPSS 横横浜浜ピピアアススタタッッフフ協協会会ととのの共共催催  iinn  神神奈奈川川  

   日時 ：２０２０年２月２１日１３：００～１７：００ 

   場所 ：ウィリング横浜 １２５・１２６研修室（横浜市） 

   講師 ：彼谷哲志さん（個別相談活動検討チーム）、細井大輔さん（理事） 

   参加者：５７名 

 

      埼埼玉玉県県精精神神医医療療人人権権セセンンタターーととのの共共催催  iinn  埼埼玉玉  

   日時 ：２０２０年２月２３日１３：００～１７：００ 

   場所 ：埼玉会館 ３Ｃ会議室（さいたま市） 

   講師 ：角野太一さん（個別相談活動検討チーム）、細井大輔さん（理事） 

   参加者：６３名 

  

公公開開講講座座のの内内容容：：  

① 「声をきく」「扉をひらく」「社会をかえる」という価値観と大阪精神医療人権セン

ターによる実践内容 

② 「人権」（個人の尊厳）の大切さ、権利擁護活動が求められる理由、権利擁護活動の

成果 

③ 「人権」の視点から考える精神保健福祉法（強制入院、身体拘束・隔離を含む行動

制限、閉鎖病棟を中心に） 

④ 入院している方から話を聞くときの心構え、ポイント 

⑤ 「退院できない理由」が誰の理由（不安）か考え、その理由（不安）を解消してい

くためにできること 

 

公公開開講講座座のの総総括括：：  

２０１９年度 日本財団助成事業では、大阪府以外で権利擁護活動の拡充を目指して

いる団体（兵庫・神奈川・埼玉）と連携、協力して、公開講座を開催しました。 

これまで、「大阪以外では、できない」と言われることもありましたが、大阪府以外の

団体と交流を深める中で、同じ思いを持つたくさんの人たちが各地にいることがわかり、



─　13　─

 

全国で権利擁護活動を拡充させていく必要があることを再確認することができました。 

また、各地では、新しい波（動き）が生まれており、日本の精神科医療だけではなく、

社会全体が変わっていくための力を感じるとともに、大阪精神医療人権センターとして

も、各地の声に勇気づけられ、他団体に負けないように、更なる成長の必要性を確認で

きました。 

 

＊公開講座の詳細は、各地の取組・抱負・感想とともに、２０２０年４月号・人権センタ

ーニュースで報告しています。 

 

カ 大阪精神医療人権センター設立３４周年 記念シンポジウム「海外の制度から日本

の精神医療を考える～本来求められるべき権利擁護システムの構築に向けて～」 

 

日時 ：２０１９年１１月１６日１３：００～１６：３５ 

場所 ：エルおおさか 南館５階南ホール（大阪市） 

参加者：１８７名 

目的 ：海外（イギリス、フランス、カリフォルニア）の制度や状況を知ることに

より、日本の精神医療の課題解決に役立たせること 

内容： 

第１部 大阪精神医療人権センターの取り組みと「精神科アドボケイト（権利擁護者）

の活動指針案・事業モデル案」 

原昌平さん（精神保健福祉士／大阪府立大学・立命館大学客員研究員） 

第２部 海外の法制度を知る 

◆イギリスにおけるアドボケイト、権利擁護の仕組み 

浜島恭子さん（特定非営利活動法人 DPI 日本会議事務局員／明治学院大学非

常勤講師） 

イギリスでの例をあげ、それらは日本においても必要なものか、日本でどう

するのか？という議論に結びつけられるような情報提供を心がけたいと思

っています。 

 

◆フランスにおける強制入院制度～日本の強制入院制度と比較して～ 

石埼学さん（龍谷大学法学部教授） 

フランスにおける精神障害者の強制入院の要件は日本よりも厳格だ。また裁

判官による事後の審査制度もある。フランスの制度と比しても日本の強制入

院制度はあまりにルーズである。 

 

◆カリフォルニアにおけるアドボケイト、権利擁護の仕組み  

竹端寛さん（兵庫県立大学環境人間学部准教授／権利擁護システム研究会コ

ーディネーター） 
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第３部 会場の参加者の皆さんで意見交換 

 

第４部 パネルディスカッション・質疑応答  

コーディネーター竹端寛さん・細井大輔さん（当センター理事） 

 

後援：ＤＰＩ日本会議、日本障害者協議会、全国精神保健福祉会連合会、全国精神障

害者地域生活支援協議会、地域精神保健福祉機構、日本精神神経科診療所協会、

日本精神保健福祉士協会、大阪精神障害者連絡会、大阪府精神障害者家族会連

合会、大阪精神科病院協会、大阪精神科診療所協会、大阪精神保健福祉士協会、

大阪弁護士会、近畿弁護士会連合会、九州弁護士会連合会、東京精神医療人権

センター、埼玉県精神医療人権センター、兵庫県精神医療人権センター 

 

＊本シンポジウムの詳細は、人権センターニュース２０１９年１２月号で報告しています 

 ※日本財団助成事業 

 

（２）２０１９年度 厚生労働行政推進調査事業補助金（障害者政策総合研究事業）「地域

精神保健医療福祉体制の機能強化を推進する政策研究」分担研究「精神障害者の意思

決定及び意思表明支援に関する研究」への関与 

現在、国立精神・神経医療研究センターの研究班が新しいモデル作りを進めていま

すが、同研究には、大阪精神医療人権センターの理事（個人）も参加しています。 

今後、大阪府以外の地域において、モデル事業が実施されることが予想されますが、

本来求められるべき権利擁護システムの構築に向けて、引き続き関与していくことに

なります。 

 

＊上記事業に関し、２０２０年４月９日付け毎日新聞の朝刊「患者の権利擁護へ支援模索」

において、大阪精神医療人権センターの活動とともに紹介されました。 

 

（３）他府県、他団体等による視察への対応 

ア ２０１９年９月５日、神奈川県から越智祥太氏（精神科医）、佐々木信夫氏（弁護士）

による当センターへの視察が行われ、大阪精神医療人権センターの会議室において、

意見交換会を実施しました。 

イ ２０１９年９月３０日、神奈川県から YPS 横浜ピアスタッフ協会の有志メンバーが

大阪に訪れ、大阪大学・中之島センターにおいて、大阪精神医療人権センター及び権

利擁護活動に関し、意見交換会を実施しました。 
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４ ２０１９年度の「声をきく」活動の成果 

（１） 面会件数が２０１６年度は３９回で、２０１８年度は１７１回で増えており、２

０１９年度は年２００回のペースで、新型コロナウイルスの影響により、２月・３月

の面会件数が減少したため、２０１９年度は１７９回でしたが、それでも２０１８年

度の面会件数を超えました。相談内容は５４名のうち、３９名（７２．２％）が退院

したいという相談でした。面会件数や相談内容からすれば、権利擁護活動としての面

会活動の必要性、ニーズを実証でき、精神科病院に入院中の方のための権利擁護シス

テムの構築が急務であることを確認できました。 

 

（２） 養成講座等の開催により、新規の電話相談担当者が１名、面会活動参加者が１０

名増え、より充実した個別相談活動の体制を構築することができました。また、個別

相談活動の質の向上のために事例検討会を開催し、個別相談活動によって、以下の声

を頂くことができました。また、大阪精神医療人権センターの面会活動を契機として、

病院職員による不正行為（入院中の方の預金着服）が発覚し、被害弁償に至ったケー

スもあり、外部から病棟内に入っていく活動の重要性を再確認できました。 

 

    退院支援が具体的に始まった ７名 

    退院した         １４名 

    処遇改善・希望の実現   １２名 

（実人数５４名 ※回答は重複あり） 

 

公開講座参加者の声（感想）： 

◆大阪 

・管理される、制限される入院生活の実際を聞き、このような環境下に置かれているこ

とをよく理解し、お話をおききすることの重要性を感じることができた。 

・市民として活動に参加し、当事者の方と向き合い、自分の人権感覚を見つめなおして

いきたい。 

◆兵庫 

・実際に病院で働きながらおかしいと思っていたことを伝えて下さったので、臨場感を

（３） 大阪、兵庫、神奈川、埼玉における公開講座を実施し、合計１８４名（大阪２７

名、兵庫３７名、神奈川５７名、埼玉６３名）が参加し、個別相談検討チームに加

えて、兵庫、神奈川、埼玉から各３名が参加するメーリングリスト（ML）を立ち上

げ、情報共有を継続しており、新たなネットワークを構築することができました。

 ２０２０年度以降も、連携・協力して、２０２０年度・日本財団助成事業「精神

科に入院中の方への権利擁護の普及のためのコンサルテーション」事業の参加協力

を依頼し、権利擁護活動の全国的な普及に向けた一歩を進むことができました。
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もって想像することができた。 

・慣れてしまうことのこわさ、面会時のポイント、いろいろな視点をいただいた。ロー

ルプレイは座学ではわからない難しさが体験できた。聴き方等いろいろ工夫がいるこ

とを実感した。 

・「人権」とは何か、基本的なことを再確認できてよかった。この活動を続けている人の

思いもよく伝わりました。本当によい１日でした。 

・入院生活についての解説は、私自身が入院した時に体験を話してくれているような気

がしました。来てよかった、その一言につきます。 

◆神奈川 

・精神科病院のあり方が何だか変だ、これで良いのだろうかと 1 人で考えている時は孤

独でした。大阪精神医療人権センターの存在を知り、そして横浜でもチームができて、

自分自身も救われました。今後ともよろしくお願いいたします。 

・知らないことをたくさん知ることができた。この状況に問題意識を持っている人、実

際に活動している人がほかにもいることをうれしく思った。 

・横浜にもやはり精神医療人権センターが必要だと思った。 

◆埼玉 

・「退院できない理由」について、制度がこれだから仕方がないと思っていた部分があり

ましたが、病院内で働く私には、医師など医療者に伝えることができることがまだま

だたくさんあることに気付きました。 

・権利擁護活動は精神医療と対立するものではなく、精神医療の質を良くしていくため

の活動であること、それは医療者にとっても必要性の高いものだと分かりました。 

・どうぞこの活動がもっともっと多くの地域に広まりますように !! 

 

個個別別相相談談活活動動をを継継続続、、充充実実ささせせるるたためめにに：：  

電話・面会相談では相談者の方からお金を頂いていません。そのため、個別相談活動

を継続するために、交通費（１回２，０００円～４，０００円／２名分）や個別相談活

動をアレンジするための事務局スタッフの人件費（年間５００万円）が必要となりま

す。 

また、個別相談の依頼が増え続けていますが、その一方で、常勤職員の数は変わって

おらず（現在、常勤職員１名）、早急に事務局体制を充実させる必要があります。 

当センターの主な財政的基盤は、支援者の皆様による会費と寄付です。個別相談活動

の継続、充実のために、今後とも、ご支援、ご協力をよろしくお願いします。 
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第第３３  「「扉扉ををひひららくく」」活活動動のの実実施施状状況況とと成成果果  

  

当センターは、「扉をひらく～精神科病院を開かれたものにするために～」というビジョ

ンをもって、「精神科病院への訪問活動及び情報公開」を行い、精神科病院の密室性、閉

鎖性の解消を目指します。 

  

１１  精精神神科科病病院院へへのの訪訪問問活活動動のの実実施施状状況況  

（１）当センターでは、精神科病院に入院中の方の人権を擁護し、より良好な療養環境の

改善に向けて、精神科病院の病棟等に訪問・視察を行い、入院中の方々から聞き取り

を行う等、精神科病院への訪問活動に参加しています（２００３年から精神医療オン

ブズマン制度、２００９年から療養環境サポーター制度）。 

（２）療養環境サポーター制度では、当センターは、訪問先病院の選定、サポーターの日

程調整、報告書作成への関与等、重要な役割を担っています。また、２か月に１回開

催される大阪府精神科医療機関療養環境検討協議会にも当センターから２名の委員が

参加し、行政や病院関係者等と協議し、その結果を当センターのウェブサイトにて情

報公開しています。 

 

≪≪訪訪問問回回数数≫≫  

 ２０１９年度 ２０１８年度 ２０１７年度 ２０１６年度 

訪問回数 １１回 １２回 １２回 １２回 

 

≪≪２２００１１９９年年度度のの訪訪問問日日・・訪訪問問先先≫≫  

訪問年月日 医療機関名 
サポーター 

参加人数 

２０１９年 ４月 １５日 阪和いずみ病院 ６ 

  ５月 ３１日 茨木病院 ４ 

  ６月 ２４日 和泉丘病院 ７ 

  ７月 ２９日 光愛病院 ４ 

  ８月 ５日 箕面神経サナトリウム ６ 

  ９月 １１日 坂根病院 ５ 

  １０月 １１日 大阪市立総合医療センター ２ 

  １１月 １１日 京阪病院 ４ 

  １２月 ９日 阪本病院 ５ 

２０２０年 １月 ２７日 渡辺病院 ６ 

  ２月 １９日 ためなが温泉病院 ５ 

  

＊大阪府精神科医療機関療養環境検討協議会の開催状況は別紙５のとおりです。 
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２２  医医療療観観察察法法病病棟棟へへのの訪訪問問活活動動  

この活動では、法律専門職である弁護士と当センターの職員が連携、協力し

て、入院者と面会し、当センターが長年蓄積してきたノウハウや情報を提供し、

相談を受けるとともに、法的観点からの助言を行っています。 

 

≪活動の回数・相談者数≫ 

 ２０１９年度 ２０１８年度 ２０１７年度 ２０１６年度 

回数 ５回 ５回 ６回 ６回 

相談者数 

（新規） 

８名 

（新規１名） 

１１名 

（新規１名） 

１３名 

（新規２名） 

１０名 

（新規１名） 

協力弁護士： 

愛須勝也さん、位田浩さん、大槻和夫さん、守田恵さん、細井大輔さん 

  

３３  精精神神科科病病院院へへのの訪訪問問活活動動のの拡拡充充にに向向けけたた取取組組みみ  

   精神科病院への訪問活動の拡充に向けて、以下の取組みを実施しました。 

 

①①  大大阪阪府府精精神神科科医医療療機機関関療療養養環環境境検検討討協協議議会会のの傍傍聴聴（（定定員員５５名名））ををフフェェイイススブブッッククやや人人

権権セセンンタターーニニュューーススにによよりり呼呼びびかかけけ、、多多くくのの方方々々にに、、ここのの活活動動にに関関心心をを持持っっててももららええ

るるよよううにに取取りり組組みみままししたた。。２２００１１９９年年度度はは、、２２００名名のの方方々々がが協協議議会会をを傍傍聴聴ししままししたた。。  

  

②②  療療養養環環境境ササポポーータターー訪訪問問活活動動ににつついいててのの意意見見交交換換会会  

 

＜第１回＞ テーマ： 身体拘束 

日時 ：２０１９年７月３１日（水）１８：４５～２０：３０ 

場所 ：大阪弁護士会館 ９０２室（大阪市） 

司会 ：関口美穂さん（運営会員） 

参加者：１５名 

 

＜第２回＞ テーマ：金銭管理 

日時 ：２０２０年１月２２日（水）１８：４５～２０：３０ 

場所 ：大阪弁護士会館 ９０２室（大阪市） 

司会 ：細井大輔さん（理事） 

参加者：１４名 

 
４４  ６６３３００調調査査のの情情報報公公開開請請求求のの状状況況  

２０１８年度の６３０調査に関し、大阪府・大阪市・堺市から、非開示とする旨の決定

が通知されましたが、２０１９年度の６３０調査に関し、情報公開請求したところ、開

示されました。 
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５５  情情報報公公開開活活動動  

①①  人人権権セセンンタターーニニュューーススのの発発行行（（２２かか月月にに１１回回））  

２０１９年度の人権センターニュースの記事一覧は別紙６のとおりです。「人権」の視

点から、日本の精神医療の現状や課題、当センターの活動状況を積極的に情報発信して

います。人権センターニュースは会員の方に発送するとともに、５００円／冊（紙媒体）

で販売しています。 

 

②②  ウウェェブブササイイトトにによよるる情情報報発発信信  

療養環境サポーター活動報告の結果について、当センターの公式ウェブサイトにより

随時更新しています。 

 

③③  扉扉よよひひららけけ⑦⑦大大阪阪精精神神科科病病院院事事情情あありりののまままま２２００１１５５  

２０１９年度も、「扉よひらけ⑦大阪精神科病院事情ありのまま２０１５」（販売価格

２，０００円・税込）を３０冊購入していただき、残数１０冊程度（２０２０年３月末

時点）となりました。 

 

④④  フフェェイイススブブッッククにによよるる情情報報発発信信  

２０１９年度に関心の高かったフェイスブックの投稿は、以下のとおりです（リーチ

数を基準にトップ５を紹介しています。）。 

 

１位 ２０１９年５月１９日 合計リーチ数 ３５３８  

記念講演会「精神科病院における身体拘束を考える」質疑応答より「身体拘束という

のは、縛って、立ち去って行くということです。恐怖のどん底、いつ外されるかわか

らなくて、誰かに横にいてほしい時に縛って立ち去っていくわけです。 精神科特例な

んてみんな忘れちゃっているけれど、全くの差別でおかしいのです。」(長谷川さん)   

 

２位 ２０２０年１月５日 合計リーチ数 ２４７７  

【権利擁護システム研究会】2019 年 12 月 22 日は、日本社会事業大学大学院の古屋

龍太さんをお迎えして、「長期入院の問題を解決するための方策」をテーマに講義とデ

ィスカッションを行いました。 入院が長くなるほど、家に帰ることが困難になり、転

院と死亡退院が急速に増えるデータ示し、国立精神神経センター病院「社会復帰病棟」

の退院促進の取り組みについて詳細に解説していただきました。動画 研究会当日の

様子 古屋龍太さん・竹端寛さん 

 

３位 ２０１９年１０月２６日 合計リーチ数 ２３９２  

海外の制度から日本の精神医療を考えるは、ただ今事前申し込み受付中です。シンポ

ジウムでは「カリフォルニアにおけるアドボケイト、権利擁護の仕組み」をテーマに 

竹端 寛 (Takebata Hiroshi)さん(兵庫県立大学環境人間学部准教授・権利擁護システム
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研究会コーディネーター) 、憲法学の視点よりフランスの精神科医療のシステムを石

﨑学さん(龍谷大学法学部教授) 、イギリスにおける権利擁護と強制医療の仕組みを浜

島恭子さん(DPI 日本会議)をお迎えします。動画「カリフォルニアにおける権利擁護」

竹端寛さん 

 

４位 ２０２０年３月１２日 合計リーチ数 ２３２２  

各団体より精神科病院における虐待事件への声明が出ています。大阪精神医療人権セ

ンターでは、3 月 16 日の 17:00 より、事件について 有我 譲慶 (Joukei Ariga)理事が

動画配信をする予定です。 

 

５位 ２０１９年５月２６日 合計リーチ数 １６３０  

ご自身が実際に身体拘束を受けた体験のある島田さん。精神科病院における身体拘束

を考えるのフロア発言でショッキングな体験談を語ってくださいました。「ぼくは、抑

制帯をされている間に、股擦れや虫歯になったことを、『ワタシ、知らん！』と看護師

に言われました。 精神保健指定医ではない医師に治療されたり、看護師ではない患者

さんに抑制帯をされ、つらい思いをしました。 そして、20 年前の話ですが、抑制帯

に縛られている時に数人の患者さんにいたずらをされたつらい思いがあります。その

ことは絶対に忘れません。 今後、絶対にこういう抑制帯を許してはいけないことを皆

さまにわかっていただきたくて発言をしました。」 

 

＊是非、当センターのフェイスブック又は記事の「いいね」、「シェア」をしていただきま

すよう、どうぞよろしくお願いします。 

 

⑤  大阪精神医療人権センターYouTube チャンネルの開設 

大阪精神医療人権センターの YouTube チャンネルを開設し、「神出病院における患者

への集団虐待・暴行事件」（理事 有我譲慶さん）、精神医療審査会の課題（理事 細井

大輔さん）等のコンテンツを準備し、「扉をひらくため」に情報発信を強化しました。 

 

『大阪精神医療人権センターYoutube チャンネル』で検索！！ 

https://www.youtube.com/channel/UCN49CH-efsBtAUtXQs332CA 

 

⑥  大阪精神医療人権センターnote アカウントの開設 

大阪精神医療人権センターnote アカウントを開設し、「『退院できない理由』は誰の理

由だろう」、「精神科病院からの SOS が届かない問題」、「神出病院における患者への集団

虐待・暴行事件について」、「精神科に入院中の方の声をきくこと」「イタリア１８０号法

が捨てた特権」「私たちが精神科に入院中の方へ会いに行く理由」という記事を公開し、

「扉をひらくため」に情報発信を強化しました。 
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『大阪精神医療人権センターnote』で検索！！ 

https://note.com/omh 

 

６ ２０１９年度の「扉をひらく」活動の成果 

（１）精神科病院への訪問活動により、入院中の方の人権を保障し、療養環境の改善に貢

献することができました。実際に改善された内容は別紙４のとおりです。 

（２）２０１９年度は、新たに人権センターニュースを購読する会員が７２名増加しまし

た。また、フェイスブックの新規「いいね！」も２５１件増加しました。 

（３）日本の精神科医療の現状をより多くの方々に知ってもらい、精神科病院の「扉をひ

らくため」に、Youtube チャンネルや note アカウントを開設し、情報発信を強化する

ことにより、日本の精神医療の現状や課題を広く届けることができました。 

 

『大阪精神医療人権センターYoutube チャンネル』 

「神出病院における患者への集団虐待・暴行事件」（理事 有我譲慶さん） 

再生回数：８４１回（２０２０年４月２２日時点） 

 

精神医療審査会の課題（理事 細井大輔さん） 

再生回数：２９２回（２０２０年４月２２日時点） 
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第４ 「社会をかえる」活動の実施状況と成果 

 

当センターでは、「社会をかえる～安心してかかれる精神医療を実現するために～」とい

うミッションをもって、①精神障害や精神疾患に対する差別、偏見の解消に向けて、当

センターの活動に、より多くの一般市民の方に参加してもらうための体制を構築すると

ともに、②「精神医療及び精神保健福祉に係る政策提言」を行い、精神障害や精神疾患

に対する差別と偏見の解消を目指します。 

 

１ 権利擁護システム研究会 

大阪精神医療人権センターでは、「社会をかえる」という価値観に従い、政策提言活

動や精神疾患、精神障害に対する差別、偏見をなくすための啓発活動を行い、安心し

てかかれる精神医療の実現を目指しています。 

権利擁護システム研究会では、それぞれの立場を超えて議論し、研究会の開催のみ

ならず、意見書・要望書の作成、人権センターニュースの発行や講演会の企画、院内

集会の開催等取り組んでいます。 

２０１９年度は、日本の精神医療の中でも、重大な問題である「長期入院」をテー

マとしました。本研究会では、「長期入院をなくす」ために、長期入院の現状・課題・

原因を理解したうえで、その解決策を検討しました。 

（キーワード：長期入院、任意入院、重度かつ慢性、社会的入院、エンパワーメント） 

 

＜第１回＞ 日本の精神医療の長期入院の現状・課題・原因について  

日時 ：２０１９年７月６日（土）１３：００～１６：３０ 

場所 ：大阪弁護士会館 １１１０室（大阪市） 

報告者：角野太一さん・辻井誠人さん（桃山学院大学） 

コーディネーター：竹端寛（兵庫県立大学・運営会員） 

参加者：３１名 

 

＜第２回＞ 長期入院の問題を解決するために① 

日時 ：２０１９年１０月２６日（土）１３：００～１６：３０ 

場所 ：新大阪丸ビル別館 ３－１号室（大阪市） 

講師 ：青山浩平さん（ＮＨＫ「長すぎた入院」ディレクター） 

コーディネーター：竹端寛さん（兵庫県立大学・運営会員） 

参加者：３４名  

 

＜第３回＞ 長期入院の問題を解決するために②（医療・福祉／地域・病院の視点から） 

日時 ：２０１９年１２月２２日（日）１３：００～１６：３０ 

場所 ：エルおおさか 本館５階研修室１（大阪市） 

講師 ：古屋龍太さん（日本社会事業大学） 
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コーディネーター：竹端寛さん（兵庫県立大学・運営会員） 

参加者：２６名 

 

＜＜第第４４回回＞＞  長長期期入入院院とと日日本本ににおおけけるる治治療療文文化化  

日時 ：２０２０年１月２５日（土）１３：００～１６：３０ 

場所 ：アットビジネスセンターPREMUM 新大阪 ９０１号室（大阪市） 

講師 ：横田泉さん（オリブ山病院）、長期入院を経験した方 

コーディネーター：原昌平さん（ジャーナリスト・精神保健福祉士） 

参加者：２７名 

 

参加者の声（感想）： 
・辻井さんからは長期入院者の地域移行に向けた変遷と大阪府内の地域移行者の調査報

告が示され、角野さんからは西宮市の地域移行の実施状況と課題を詳細にお教えいただ

きました。印象に残っているのは社会的入院は人権侵害という視点と、入院が長期化す

ると地域移行が困難になる点です。 

・長期入院や社会的入院を「難しい問題としてとらえない」と意見に同意です。こうい

う大きく複雑な話ではつい「難しいですよね」と思考停止に陥る罠があるような気がし

ますが、考え続けていきたいと思いました。 

・当事者の方に偏見をもっているのは、特別な人だと捉えているのは、支援者かもしれ

ないと思いました。もし自分が⻘山ディレクターさんの⽴場だったら、今回のようは映

像、編集、コメントができただろうか、「その人に興味があるから」と純粋に言えただろ

うかと考えました。「支援者」と言われる人たちが、当事者の方の権利を守るためにと取

っている行動が、返って「事実」を歪曲して、偏見を助長しているのかもしれないとも

感じました。が、これという答えはみつかりません。でも、考え続けることに意味があ

るのではないかとも感じました。 

・管理・効率を求め、パワーで勝負する現在の精神医療が、むしろ患者側の抵抗、暴力、

無力化を生んでいるという弁証法的なとらえ方は、たいへん参考になった。三十数年に

及ぶ長期入院からのサバイバーの方にも会えてよかった。とても長期入院が必要だった

とは思えないし、退院要求を持ち続けたのもすごい。そもそも精神科における入院の必

要性とは何かを問い、具体的に掘り下げる必要がある。 

・「おかしいことをおかしいという」これが大原則だと思います。退院したいと意思表示

できる力のある方々を入院させ続けるのはおかしなことです。大阪精神医療人権センタ

ーはこれからも入院中の方の声を社会の隅々に伝え、精神科病院関係者の理解を拡大し、

地域で精神疾患経験者を支える方々のための情報発信を継続してほしいと思います。 

・参加して長期入院問題に関し学ばせていただけたことはもちろんですが、それに加え、

多くの方々と知り合えたことが一番の財産です。何かの活動に熱心に取り組んでいる

方々が多く、そのお話を聞かせていただき、非常に刺激を受けました。  
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＜番外編＞ 患者の権利法を考える 

日時 ：２０２０年１月１０日（金）１７：４５～１９：４５ 

場所 ：大阪弁護士会館 １１１０室（大阪市） 

講師 ：小林洋二さん（九州合同法律事務所弁護士、患者の権利法をつくる会事務局長） 

コーディネーター：原昌平さん（ジャーナリスト・精神保健福祉士）、細井大輔さん（理事）  

参加者：２８名 

 

＊詳細は、大阪精神医療人権センターnote で公開しています。 

https://note.com/omh/n/nfef4c07c43d1 

 

 ※日本財団助成事業 

 

２ 対外的な取組み～情報発信の強化～ 

（１）総会・記念パネルディスカッション「精神科病院における身体拘束を考える」開催 

日時 ：２０１９年５月１８日１３：００～１６：３０ 

場所 ：エルおおさか 南館５階 南ホール 大阪市中央区 

講師 ：長谷川利夫さん（杏林大学教授・精神科医療の身体拘束を考える会代表） 

コーディネーター 竹端寛（兵庫県立大学准教授） 

参加者：２００名 

 

参加者の声（アンケートより）： 

◆身体拘束をされた、現場に立ち会った経験がある・・・２７名  
◆身体拘束をされた立場  

本人４名、家族４名、知人２名  
・笑いながら食事介助をされたことが忘れられません。  
・身内が一般科で拘束された場面に立ち会い、つらかった。  
◆身体拘束をした立場  
医師２名、看護職員８名、介護職員１名、PSW３名、実習生１名、その他２名  
・度々疑問を感じながら対応していた。拘束を続けていく中で日々弱っていくご本人を

目にしながら自分のやっていることは間違っていると思った。極力自らは関わらないよ

うにある意味逃げていました。どうしてもの際には必ずコミュニケーションをとったり、

介護にあたる際にも、他の患者さん以上に声掛けを行うように心がけていた。  
・看護師に手伝ってくれと言われ協力した。とても悔やんだだけでなく自暴自棄になっ

た。職員が暴力行為をする背景にもこんな思いがあるのでは。  
◆身体拘束について  
・一番苦しい時に、さらに拘束により苦しむのは本当の医療、治療とは思わない。  
・普段の本人をずっと見ていない中では、言える立場ではないかも知れませんが、必要
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以上の拘束が少なからずあるのではないかと感じる。  
・入院者も医療者も双方が傷がつかないような医療の実現のため、これからも悩み続け

ていきたい。  
◆権利擁護活動により身体拘束を減らすことが出来ると思いましたか？   
・外部からの視点で見れば、変化が投じられると考えます。その意味でも充分減らすこ

とができると感じる。  
・精神科病院が外部から見えないようになっていることが問題。外部の人がきちんと見

るべき。  
・働く立場の権利も擁護してくれるなら可能かも。講演の中にもありましたが、資本の

原理に飲み込まれた医療に希望が見出せない。 

 ※日本財団助成事業 

 

（２）講演会「欧米の精神科医療における権利擁護システム～本来求められるべき権利擁

護システムの構築に向けて～」配信 

無料配信期間：２０２０年３月２８日から２０２０年４月１０日まで 

講    師：佐竹直子さん（国立精神・神経医療研究センター病院 精神科医） 

開催方法  ：インターネット動画配信（無料） 

講座内容  ： 

① 権利擁護機関に求められる性質  
② 海外の権利擁護団体の紹介  
③ 海外の権利擁護団体の具体的な活動内容、工夫、成果  
④ 日本との比較、日本でもできること 

 ※日本財団助成事業 

 

（３）医療観察法を廃止しよう全国集会！の共同呼びかけ 

① 2019・7・28 医療観察法を廃止しよう全国集会（東京） 

日時 ：２０１９年７月２８日（日）１３：３０～１６：３０ 

場所 ：中野区産業振興センター 地下（東京都） 

テーマ：「医療観察法の実態」 

講師 ：加藤房子さん 心神喪失者等医療観察法参与員候補 全国精神障害者地域生活

支援協議会（あみ）理事、 精神保健福祉士 

当センターから参加：西川健一さん（個別相談活動検討チーム）・有我譲慶さん、 

 

② 2019・11・17 医療観察法を廃止しよう全国集会（東京） 

日時 ：２０１９年１１月１７日（日）１３：３０～１６：３０ 

場所 ：としま区民センター７階（東京都） 

テーマ：「医療観察法の現在〜大学病院による刑務所敷地内指定入院医療機関新設の危

うさ」 
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講師 ：伊藤哲寛さん（元北海道立精神保健福祉センター所長） 

当センターから参加：岩谷栄美さん（個別相談ボランティア）・有我譲慶さん 

 

共同呼びかけ 

心神喪失者等医療観察法をなくす会 

国立武蔵病院(精神)強制・隔離入院施設問題を考える会 

認定ＮＰＯ法人大阪精神医療人権センター 

心神喪失者等医療観察法 (予防拘禁法)を許すな！ネットワーク 

 

３３  講講師師派派遣遣  

① ２０１９年５月１７－１８日 映画「夜明け前」上映と障がい福祉のいま、未来を

語る集い吹田実行委員会「100 年たっても夜明け前」有我譲慶さん（理事） 

② ２０１９年９月６日 大阪市こころの健康センター ピアヘルパー養成講座 

山本深雪さん（副代表理事） 

③ ２０１９年１１月２９日 京都府精神保健福祉センター「こころの健康づくり大会」 

上坂紗絵子さん（事務局長） 

④ ２０２０年２月５日 京都弁護士会 精神保健に関する研修  

たにぐちまゆさん・藤原理枝さん（運営会員） 

 

  ４４  寄寄稿稿  

① 雑誌「賃金と社会保障」２０１９年８月合併号 旬報社 

フランス・東リールに学ぶ地域（市民）精神医療特集 東奈央さん（運営会員）、大

久保圭策さん・有我譲慶さん（理事） 

  

５５  ２２００１１９９年年度度のの政政策策提提言言活活動動のの成成果果  

（１）大阪精神医療人権センターの運営会員及び権利擁護システム研究会の参加者が以下

の企画に登壇し、また、雑誌でも権利擁護システム研究会が取り扱ったテーマが特集

され、精神障害のある人の人権という視点から社会に向けた情報発信を強化しました。 

 

① 第１１５回 日本精神神経学会学術総会（２０１９年６月２１日、２２日・場所 朱

鷺メッセ）・委員会シンポジウム１３ 精神科医療における権利擁護制度—とりわ

けアドボケーター・代弁者を巡って— 竹端寛さん（権利擁護システム研究会コー

ディネーター・運営会員） 

② 同学術総会・委員会シンポジウム１８ 精神科医療における身体拘束の現状と課題

東奈央さん（運営会員） 

③ ２０１９年度 近弁連高齢者・障害者の権利に関する連絡協議会「夏期研修会」（精

神科に入院している方のための権利擁護の拡充に向けて～各地の実践から考える

～） 竹端寛さん（権利擁護システム研究会コーディネーター）、関口美穂さん・た
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にぐちまゆさん（運営会員）、上坂紗絵子さん（事務局）、細井大輔さん（理事） 

④ 雑誌「精神医療」９７号（批評社） 特集＝医療保護入院◆制度の廃止に向けて 竹

端寛さん・西川健一さん（権利擁護システム研究会） 

⑤ 雑誌「病院・地域精神医学会誌」第６２巻第２号第６１回総会特集「矛盾だらけ

の医療保護入院をどうする？」（大阪精神医療人権センター協力企画）有我譲慶さ

ん（理事）・桐原尚之さん・原昌平さん・西川健一さん（権利擁護システム研究会） 

⑥ 雑誌「精神医療」９６号（批評社） 特集＝医療観察法〜改めてその中身を問う

医療観察法と人権をめぐる現場から 有我譲慶さん（理事） 
 

（２）講演会「欧米の精神科医療における権利擁護システム～本来求められるべき権利擁

護システムの構築に向けて～」の動画配信（YouTube）を行いました。１９団体の後援

協力を得て、他団体等の連携によって情報発信を強化できたことから約８００回の再

生回数がありました。 

 

後援：ＤＰＩ日本会議、日本障害者協議会、全国精神保健福祉会連合会、全国精神障

害者地域生活支援協議会、地域精神保健福祉機構、日本精神神経科診療所協会、

日本精神保健福祉士協会、大阪精神障害者連絡会、大阪府精神障害者家族会連

合会、大阪精神科病院協会、大阪精神科診療所協会、大阪精神保健福祉士協会、

大阪弁護士会、近畿弁護士会連合会、九州弁護士会連合会、東京精神医療人権

センター、埼玉県精神医療人権センター、兵庫県精神医療人権センター、神奈

川精神医療人権センター 

 

（３）当事者、家族、医療・福祉従事者、教員、弁護士等立場にかかわらず、また、世代

を超えて、大阪精神医療人権センターのビジョン、ミッションに賛同した活動参加者

が年々増加しています。２０１９年度は１３０名（活動参加者メーリングリスト・ベ

ース）が参加することになり、社会に向けた認知度が高まっており、２０２０年４月

９日付け毎日新聞の朝刊「患者の権利擁護へ支援模索」において、大阪精神医療人権

センターの活動が紹介されました。 
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第第５５  そそのの他他のの事事業業  

   実施していない。 

 

第第６６  当当セセンンタターーのの組組織織体体制制等等（（２２００２２００年年３３月月末末時時点点））  

  １１  役役員員  

代表  位田 浩（弁護士） 

代表  大槻 和夫（弁護士）  

副代表 山本 深雪（当事者） 

理事  有我 譲慶（看護師） 

理事  大久保 圭策（精神科医）  

理事  郭 春生（家族・看護師）  

理事  里見 和夫（弁護士）  

理事  細井 大輔（弁護士）  

監事  竹下 政行（弁護士） 

 

２２  事事務務局局長長    

上坂 紗絵子（精神保健福祉士） 

 

３３  会会員員数数（（２２００１１９９年年度度のの会会費費支支払払人人数数をを基基準準））  

（１） 特別協力会員 １００名 

（Ａ会員７８名、Ｂ会員８名、Ｃ会員１４名） 

（２） 賛助会員   ３６９名 

（当事者会員７５名、個人会員２５９名、団体会員３５名） 

（３） 運営会員    ２４名 

  

４４  活活動動参参加加者者数数    

（１）実人数 １１４名（活動参加者全体メーリングリスト参加者数） 

（２）活動ごとの参加者数（※重複あり） 

個別相談活動         ６０名 

  訪問活動           ４０名 

  権利擁護システム研究会    ４０名 

広報・発送・講演会準備や運営 ３２名 

 

  ５５  社社員員総総会会のの開開催催状状況況  

   社員総会の開催状況は、別紙７のとおりです。 

 

６６  理理事事会会のの開開催催状状況況  

   理事会の開催状況は、別紙８のとおりです。 
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  ７７  ２２００１１９９年年度度のの受受賞賞  

   特になし 

  

８８  ２２００１１９９年年度度にに決決定定ししたた助助成成事事業業のの内内容容  

（（１１））  パパナナソソニニッッククＮＮＰＰＯＯ//ＮＮＧＧＯＯササポポーートトフファァンンドド  ｆｆｏｏｒｒ  ＳＳＤＤＧＧｓｓ助助成成決決定定  

２０１９年度「パナソニックＮＰＯ/ＮＧＯサポートファンド ｆｏｒ ＳＤＧｓ」 

の助成が決定し、２０１９年１月２３日にパナソニックセンター東京で開催された

贈呈式・関連フォーラムに出席しました。同サポートファンドは、貧困の解消を目

指し、ＮＰＯ/ＮＧＯが持続発展的に社会変革に取り組めるよう助成を行うもので、

２０年間継続実施されています。２０１９年度、海外助成部門１２団体、国内助成

部門は当センターを含めた１２団体の計２４団体が助成を受けました。 

当センターは、長年にわたる当事者を含むボランティアによる精神科病院入院者

の人権擁護の各種取組みが評価されるとともに、今後の事業継続を担保するため、

組織診断の取組みを行い運営体制・基盤強化の戦略作りに向けることに対して助成

が付与されました。センターを代表し、細井理事が壇上に上がり、パナソニック担

当役員より助成通知書を受けました。 

 

（（２２））  損損保保ジジャャパパンンＮＮＰＰＯＯ基基盤盤強強化化助助成成決決定定  

本助成では、近年制作を強化している動画を中心にメディアを効果的に利用し

た広報活動を行います。まだ人権センターに出会っていないボランティアの皆様

と寄付者の皆様に情報を届けることで、いっそうのファンドレイジングに繋げた

いと思います。 

また活動の「見える化」をコンセプトに動画に連動したパンフレットを制作

し、活動の中核となるメンバーへ積極的にアピールを行います。前回、損保ジャ

パンの助成を受けた２０１５年に３０名ほどだった活動参加者は現在１３０名に

増加しました。ご寄付の額と活動参加者の増加は強く関係しています。 

私たちを支えて下さる皆様にこころより感謝申し上げます。この度の助成でさ

らなる活動参加者に出会えますように尽力いたします。来年度もご声援とご協力

をお願いします。 

 

＊当センターの成果物及び広報活動は、コーポラティーバまいど（代表：渡辺みちよ）に

ご協力いただています。 

 

 

以上 
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２２００１１９９年年度度電電話話相相談談内内容容 （（※※複複数数選選択択あありり））

２０１９年度 ２０１８年度
１ 相談にのってもらっていることについて進展があった・解決した 27 ー
２ ⾯会に来てほしい 140 165
３ ⾯会のお礼 16 43
４ ⼿紙がほしい 3 4
５ ⼿紙のお礼 4 7
６ 退院した 11 3
７ ⾯会調整 167 84
１ ⼊院の必要性について説明がない・⼊院の理由に納得がいかない 24 34
２ 退院についての話や説明・退院⽀援（相談・情報提供）がない 14 41
３ ⼊院形態の変更 3 1
４ 家族の反対で退院できない 16 18
５ 退院先がない 11 14
６ 退院先を選べない 3 8
７ 転院したい 15 13
８ その他、退院したい 56 130
１ 隔離 23 66
２ ⾝体拘束 21 54
３ 外出制限 26 49
４ ⾯会制限 23 4
５ 通信制限 12 13
１ 病気・治療・薬 20 40
２ 他科受診 3 5
３ 私物管理 8 9
４ ⾦銭管理 18 20
５ ⾷事・おやつ 13 68
６ 喫煙 0 5
７ 使役 1 1
８ 他患との関係・トラブル 5 11
９ ⼊院費・保険外費⽤ 4 6
１ 暴⼒ 7 8
２ 暴⾔ 17 17
３ 無視・放置 15 14
４ 対応がおそい 2 7
５ 審査会等への相談により不当な対応 6 5
６ 不適切な対応 41 19
１ 住む場 13 21
２ 収⼊ 1 5
３ 家事 2 1
４ 就労・居場所 5 3
５ ⾦銭管理 0 3
６ 服薬管理 1 5
７ 家族関係 10 5
８ その他 14 4
１ ⼊院の種類や要件 4 6
２ 精神医療審査会 5 5
３ 社会資源 5 10
４ 当センターの相談受付内容 10 8
５ 当センターの活動内容 9 6
６ 他の相談窓⼝ 24 24
７ その他 29 22

（８）その他 １ 話をきいてほしい 105 ー
件数 電話件数 885 1021

別別紙紙１１

（１）⾯会・⼿紙・報告

（２）退院したい

（３）⾏動制限

（４）⼊院⽣活

（５）職員の接遇

（６）退院後の⽣活に不
安がある

（７）知りたいことがある
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２２００１１99年年度度　　面面会会活活動動のの実実施施状状況況

新新規規 主主担担当当増増

44月月 24 4 1 0

55月月 14 1 1 0

66月月 19 4 0 0

77月月 16 1 5 1

88月月 18 2 3 1

99月月 12 2 0 0

1100月月 16 0 0 1

1111月月 13 2 0 0

1122月月 12 0 1 0

11月月 13 0 0 0

22月月 15 4 2 0

33月月 7 2 0 0

合合計計 179 22 13 3

活活動動参参加加者者（（名名））面面会会件件数数
（（ののべべ面面会会者者数数））

新新規規面面会会者者数数
（（名名））

別別紙紙２２
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面会者の実人数　 54 名

入院形態別面会者数

任意入院者数 17 名

医療保護入院者数 24 名

その他（観察法） 1 名

不明 12 名

54 名

希望・相談内容（複数選択あり）

退院 39 名

外出 3 名

隔離 0 名

身体拘束 3 名

通信 4 名

私物・金銭の管理 4 名

転院したい 1 名

面会に来てほしい 11 名

入院形態 2

経過・結果（２０２０年３月末時点）

終了 3 名

ひまわりを紹介 1 名

次回を希望しない 2 名

退院 13 名

死亡 1 名

継続 37 名

54 名

対応（複数選択あり）

ひまわりの紹介 2 名

弁護士からの同行依頼 5 名

PSWに連絡・質問・面談 10 名

医師や看護師に連絡・質問・面談 5 名

PSWが（以前より）かかわりはじめた 0 名

退院支援が具体的に始まった 7 名

退院先が決まった 0 名

退院した 14 名

処遇改善・希望の実現 12 名

２０１９年度　面会活動の実施状況
別紙３

3 ページ
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２２００１１９９年年度度　　面面会会活活動動のの実実施施状状況況

面面会会回回数数別別面面会会者者数数（（２２００２２００年年３３月月末末時時点点））

0回 4 名

1回 18 名

2回 7 名

3回 5 名

4回 4 名

5回 4 名

6回 5 名

7回 1 名

8回 4 名

9回 1 名

10回 1 名

54 名

面会に行って面会できなかった 5 回

面会を調整したが面会できなかった 9 回

年年度度内内のの面面会会回回数数がが11回回のの面面会会者者のの内内訳訳

退院 6 名

終了 1 名

ひまわり同行1回のみ 2 名

継続 9 名

18 名

面面会会者者がが入入院院中中のの病病院院数数 1177 病病院院

病病院院所所在在地地域域別別面面会会者者ののべべ人人数数

大阪府下（北摂） 47 名

大阪府下（河内） 109 名

大阪府下（泉州） 23 名

大阪市 0 名

堺市 0 名

179 名

4 ページ



─　34　─

1 
 

別別紙紙４４  

  訪訪問問ししたた医医療療機機関関にに対対すするる検検討討依依頼頼事事項項とと回回答答例例  

  

項目 検討していただきたいと伝えた事項 回答例 

配薬服薬につ

いて 

(1) 服薬方法：職員が薬を患者の口に

入れ、服用を確認するようにしてい

る。以前、本人に手渡して飲んでもら

う方法をとったことがあるが、薬を落

す、飲み忘れる、捨ててしまうことが

あったため変更したとのことだった。 

(2) 配薬方法：患者から「薬をもらう

ために列に並ぶ」との声があり、病院

からは「配薬は各部屋にて行うことに

なっていたが、順番待ちをする習慣が

抜けきらない長期入院患者が多く、そ

の為にテーブルを詰所外に置き、薬の

袋を手渡すようになった」との説明が

あった。 

(3) 服薬アドヒアランス：患者から

「薬を飲まないとペナルティがある。

ペナルティがあるから自主性が奪われ

ている」との声が聞かれた。 

薬の渡し方については、まずは看護師

が病室を訪ねて薬を手渡すということ

を原則とし、患者の症状に応じて、詰

所に取りに来てもらうようにするなど

の対応を検討していただきたい。患者

が職員の対応を待って列を作って並ぶ

光景は、精神科以外の病院ではおよそ

見られず、治療の場にそぐわないもの

であるように感じた。それが当たり前

となってしまっている理由を検討し、

列を作る必要がなくなるような工夫や

改善が必要ではないだろうか。それぞ

れ、改善について検討していただきた

い。 

 患者の認知能力に合わせた服薬介

助を行っていきます。自身で服薬で

きる患者には、薬袋を手渡し服用し

てもらい、服薬が難しい患者には声

掛けをして口に入れるという服薬介

助をします。 

看護師から、食堂に居る患者には声

掛けしながら配薬を行い、各部屋に

居る患者には訪室して配薬します。

内服自己管理等、個々に応じた対応

を検討します。 

 

 

 

服薬を拒否する患者への対応とし

て、服薬の必要性を説明し拒否の理

由を聞き、他の看護師で対応する等

の工夫を行い、患者が納得して服薬

できる服薬介助をしていきます。医

師や薬剤師とも連携も取っていきま

す。 
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病棟の療養環

境について 

病棟では以下の通り異臭がし、訪問し

たサポーターも病棟にいる間中、常に

苦痛に感じる程の異臭だった。患者が

落ち着いて療養できる環境にするため

に、早急に異臭について解消をお願い

したい。 

（1）病棟に入ると便・尿臭がした。

特に女性用のトイレ付近は臭いがきつ

く、患者からは「トイレの臭いが部屋

までする。何とかならんか」「部屋には

ウンコさんの臭いもしている」との声

があった。職員によると、「以前に土

の中にあるトイレの配管が割れて漏れ

ていたことがあり、今回も同様のこと

が起こっているのでは」とのことだっ

た。 

（2）便・尿臭以外に、異臭（汗や皮

脂等が混ざった臭い）があり、壁等の

部屋全体から臭いが漂っているようだ

った。患者からは「何かおかしな臭い

がしている」「部屋の中、酸っぱい臭い

が染み付いている」との声があった。 

トイレ清掃は毎日業者に入ってもら

っており、汚れていることがあれば

すぐに病棟スタッフが清掃するよう

にしています。トイレ使用後に水を

流さない方もおられるのでお話会で

患者さんともみんなで気持ちよく使

用出来るように共有しています。病

室内で失便があったり、ポータブル

トイレを使用する場合は同室の患者

に配慮し、消臭に気を配るように徹

底していきます。訪問されて以降、

病棟で臭いのチェックを行っていま

すが、日・時間によってかなりバラ

ツキがあるとの報告があります。女

性トイレの下水管の破損は確認され

ておらず、トイレ自体の清掃等の頻

度を上げることで対応しています。

汗や皮脂等が混ざった臭いに関して

は、入浴等の保清を促しても病状か

ら拒否が強い方が複数名おられ、入

浴の強制はせず、個別に促してい

る。壁に染み付いた臭いもあるかと

思いますので定期的に業者に依頼す

るなどの工夫を行っていきます。 

退院支援・

PSW 

(1) 治療方針や退院の目処の説明の徹

底：患者から「車椅子を使っているか

ら以前の施設に退院できないと思う」

「早く退院させてほしい」「いつ頃退院

するかの話は出ていない」という声が

聞かれた。入院治療の目的と治療方針

及び入院期間の目処等について、患者

が十分に理解･納得できるように説明を

徹底していただきたい。 

(2) PSW への相談について 

患者から「PSW に相談したくても、

病棟にはいないからたまたま来た時に

話す」「退院したい。10 年以上入院し

ている。退院については PSW から

(1) 入院時や医療保護入院者退院支

援委員会等で治療方針や入院期間の

目処等をご説明していますが、入院

後も継続的に患者さんの理解・納得

を頂けるような説明に努めます。 

 

 

 

 

(2) PSW を個別担当にしている

分、複数の病棟に担当患者さんが分

かれてしまい、各病棟での時間が十

分取れない状況もあります。病棟で

の個別の相談にできるだけ時間を取
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は、まず 4 人部屋に移って、OT に参

加するようになって、外出出来たらと

言われている」という声があった。殆

どの患者が PSW に退院についての相

談ができることを知っていたが、相談

したい時に相談できず、相談しても、

患者が退院に向けて具体的に何に取り

組んだら良いのか分からないようだっ

た。患者が相談したい時に、PSW に

相談ができるようにしていただきた

い。 

れるように、各 PSW の病棟担当の

割り振り等を工夫していきます。

又、病棟での医療福祉相談室の利用

の案内の充実を図り、引き続き PSW

へ相談しやすい環境をつくります。 

尚、退院への意向に対しては、PSW

だけでなく主治医や看護スタッフ、

作業療法スタッフ等と共に検討し、

できるだけ具体的な取り組みを分か

りやすく患者と共有できるよう努め

ます。 

金銭管理につ

いて 

今回の訪問日時点では、金銭を病院や

家族に預けずに完全に自己管理してい

る患者は 0 名とのことだった。週ごと

に金銭を受け取って管理している患者

はいた。また、ベッド横にある鍵付き

ロッカーの使用料は 1 日 200 円。病

院が金銭管理をする管理料は 1 日 100

円（生活保護受給者は 1 日 50 円）だ

った。 

(1) ロッカー使用料について：患者が

ロッカーを借りて金銭の自己管理をす

るよりも、病院に預けている方が、患

者の金銭的負担が少なくなる仕組みだ

った。患者の自立に向けて、患者に金

銭的負担を掛けない方法で自立を助長

できる仕組みとなるようご検討いただ

きたい。 

 

(2) 金銭を自己管理する患者の少な

さについて：患者は保護される者、看

護される者という立場だけではなく、

退院して地域で暮らしていく生活者で

もある。個別対応を増やし、患者が退

院して暮らしていく生活者という面を

大事にした処遇を検討していただきた

い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1) ロッカー使用料は金銭の自己管

理の有無とは関連がなく、自己管理

を行えば預金管理料、購入委託料と

いった費用が軽減される。費用の設

定が自己管理への取組を抑制してい

ると云うことには当たらないと考え

る。患者の症状に改善が見えれば、

金銭管理ができるよう積極的に解放

病棟への転棟を図っている。 

(2) 今回の指摘された病棟での自己

管理者は、少なくとも「０」ではあり

ません。自己管理 3 名、家族管理 5

名おります。今後は患者の能力に応

じて積極的に金銭の自己管理を進め

ることやって行きたい。 
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職員の接遇に

ついて 

病棟訪問時、患者に対し看護師が「おし

っこちびったら、ちゃんと報告しなあ

かん。な!?」と声を掛けていた。また、

看護師がサポーターに対して病院や患

者の説明をする中で「（院内が禁煙にな

ったが喫煙をした患者に対して）たばこ

吸ったら閉鎖に行かなあかんなるか

ら、たばこは吸わないようにと患者に

指導した」「アル中の人は嘘をつくから」

「病院自体も古いし、まぁこんなもん

ちゃうかな」といった発言があった。患

者からは「夜はおむつの中で（排泄を）

するように言われている」「隣の人に叩

かれたが、何もしてくれなかった」との

声が聞かれた。 

大阪府精神保健福祉審議会（2000

年 5 月 19 日）が示した「入院中の精

神障害者の権利に関する宣言」は、第 1

項に「常にどういうときでも、個人とし

て、その人格を尊重される権利」を明記

している。上記のような認識や発言

は、入院中の患者の権利に対する意識

の低さ・精神疾患に対する知識の低

さ・ケアの質の問題を顕著に表してい

ると言わざるを得ない。職員による患

者の権利を軽んじるような言動や対応

は、それを受けた患者はもとより、そ

れを見ていた患者も非常に傷つくもの

である。 

職員の看護ケアの質の向上のために今

年度は、府内の他院の行動制限最小化

領域の精神科認定看護師に職員研修の

講師に来てもらい、今後も続けたいと

のことだったが、この検討事項につい

ても、病院全体、職員全員で共有した

うえで人権委員会等で検討し、日常的

なセルフチェック･職員同士が日常的に

患者の人権について話し合える環境作

今回の立入で当院のスタッフの人権

に関しての意識の薄さを実感いたし

ました。人権講習などは年に 2 回実

施していますが、もともとのスタッ

フの認識がこのような状態であれば

講師の方に講習を行って頂いても理

解が出来ていない状態であると思い

ます。私自体も他院からの転職して

きた立場でありますがこのような発

言などはとても気になります。今後

は、人権についてもいろいろな角度

から認識を深めていっていただける

ような取り組みを実行していきたい

と思います。外部の研修にも積極的

に参加させていきたいと思います。 
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り・外部研修への積極的な参加等を通

し、職員が人権感覚を磨ける仕組み作

りを検討していただきたい。 

職員の接遇に

ついて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

身体拘束につ

いて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

患者から「多くの職員は優しいけど、

この病棟はちょっと恐い人がいる。対

応がきつい人がいる」「優しい職員もい

るが、そうではない職員もいる」等の声

があった。また、訪問時、患者と会話

をしていると、「おしっこ、うんちがし

たい」と言われたため、職員に声を掛け

た。これに対して、職員は「オムツつけ

ているから大丈夫」との回答であった。

人権擁護委員会や意見箱への投書等を

活用し、職員の接遇の改善について検

討していただきたい。 

職員の言葉遣いが全員完璧と言い難

いが、定期的に接遇研修を行ってい

ます。また、不適切な対応があった

場合は、その都度病棟管理者から注

意指導を行っている。今回の事例は

転職して間もない職員が起こしたも

のです。今後は入職時の研修や、接

遇研修を、より充実させ、個別指導

も含め、職員の人権擁護に関する意

識を高めるように、徹底したい。 

 

(1) 前回訪問時と前々回訪問時とも

に、患者が拘束されている様子や、拘

束帯が付けられた状態のベッドを廊下

から見ることのできる場所が複数あっ

た。今回も、1 病棟では拘束している

姿が廊下から見え、使用中でない拘束

帯が無造作にベッド脇に置かれてい

た。患者の尊厳やプライバシーの保護

のため、拘束中の姿が他患や来訪者等

から見えないように徹底していただき

たい。拘束帯を使用しない時は、患者

の目に触れない場所に片付けることを

徹底していただきたい。 

(2) 病棟訪問時に患者の拘束の理由に

ついて、職員から「安全の為である」と

の説明があった。「精神保健及び精神障

害者福祉に関する法律第三十七条第一

項の規定に基づき厚生労働大臣が定め

る基準」(厚生省告示第百三十号)による

と、身体拘束の対象となる患者は「ア．

自殺企図又は自傷行為が著しく切迫し

ている場合、イ．多動又は不穏が顕著

である場合、ウ．ア又はイのほか精神

(1) 拘束帯の扱いに関しては、今ま

で以上に配慮していくようにスタッ

フには教育していきたいと思いま

す。拘束帯が無造作に置かれている

のではなく布団で隠すなどの工夫も

していきたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 昔からの慣例で行われている感

があるので隔離と同じように拘束に

関しても職員 1 人 1 人の認識を深め

ていく必要を感じます。また、行動

制限・人権などに関しての認識が甘

い実態があるため、そのあたりは外

部から講師を招いたり外部研修に行

かせるなどをしていきたいと思いま

す。 
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障害のために、そのまま放置すれば患

者の生命にまで危険が及ぶおそれがあ

る場合」と規定されている。身体拘束の

理由が「安全の為」という説明は不十分

であり、特に患者が納得できるよう

に、かつ、法令通知に従った拘束を実

施しているのかどうか、疑問をもっ

た。拘束についての職員の理解を深め

るとともに、患者への丁寧な説明がな

されているか、日々確認していただき

たい。 

(3) 拘束中の患者の話によると「医師

（主治医）が来るのは週に 2-3 回」と

のことだった。「精神保健及び精神障害

者福祉に関する法律第三十七条第一項

の規定に基づき厚生労働大臣が定める

基準」(厚生省告示第百三十号)によると

「身体的拘束が漫然と行われることが

ないように、医師は頻回に診察を行う

ものとする」と規定されている。言うま

でもなく、患者にとって拘束は大変な

恐怖や不安を伴う処遇である。拘束中

に主治医が頻回に診察することは、権

利擁護の観点から重要であり、同時

に、患者の恐怖や不安を緩和すること

にも繋がるため、「主治医に十分に診て

もらえている。主治医に相談できてい

る」と受け止められるような、診察の頻

度と内容を保障していただきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3) 現在も主治医は回診に出ている

が、そのような意見があることを当

院の常勤医に伝え現状よりもさらに

きめ細かに診察を行うように指導し

ていきます。 

以上 

 



─　40　─

月月
日日

時時
間間

傍傍
聴聴

者者
数数

対対
象象

病病
院院

①①
主主

なな
検検

討討
事事

項項
対対

象象
病病

院院
②②

主主
なな

検検
討討

事事
項項

5
月

2
4

日
1

4
:0

0
-
1

7
:0

0
2

白
井

病
院

退
院

に
対

す
る

取
り

組
み

に
つ

い
て

、
高

齢
者

ケ
ア

の
理

念
の

研
修

に
つ

い
て

、
強

い
臭

気
や

尿
臭

に
つ

い
て

、
療

養
環

境
と

し
て

の
問

題
（

隔
離

室
の

入
口

の
段

差
、

ト
イ

レ
の

水
洗

が
外

か
ら

し
か

で
き

な
い

こ
と

 、
面

会
室

が
な

い
等

）

七
山

病
院

シ
ー

ツ
交

換
（

使
役

）
に

つ
い

て
、

職
員

の
接

遇
、

排
泄

に
つ

い
て

、
金

銭
管

理
に

つ
い

て
（

自
己

管
理

が
少

な
い

・
閉

鎖
病

棟
で

は
原

則
自

己
管

理
が

不
可

・
病

院
に

預
け

て
ロ

ッ
カ

ー
を

使
用

す
る

と
１

日
4

0
0

円
円

か
か

る
）

7
月

2
6

日
1

4
:0

0
-
1

7
:0

0
4

阪
和

い
ず

み
病

院

配
薬

・
服

薬
に

つ
い

て
（

職
員

が
薬

を
患

者
の

口
に

入
れ

、
服

用
を

確
認

す
る

・
薬

を
も

ら
う

た
め

に
列

に
並

ぶ
、

薬
を

飲
ま

な
い

と
ペ

ナ
ル

テ
ィ

が
あ

る
）

、
適

切
な

療
養

環
境

と
人

員
の

確
保

に
つ

い
て

、
職

員
の

接
遇

茨
木

病
院

職
員

の
接

遇
、

療
養

環
境

に
つ

い
て

（
壁

紙
の

剥
が

れ
、

一
部

カ
ビ

が
生

え
て

い
た

）
退

院
支

援
（

治
療

方
針

や
退

院
の

目
処

の
説

明
の

徹
底

）
、

意
見

箱
に

つ
い

て
（

回
答

が
読

み
に

く
い

、
用

紙
と

ペ
ン

が
な

い
）

9
月

2
7

日
1

4
:0

0
-
1

7
:0

0
4

光
愛

病
院

病
棟

の
臭

い
に

つ
い

て
（

便
・

尿
臭

、
汗

や
皮

脂
等

が
混

ざ
っ

た
臭

い
）

、
退

院
支

援
に

つ
い

て
（

治
療

方
針

や
退

院
の

目
処

の
説

明
の

徹
底

・
P

S
W

と
話

は
出

来
て

い
な

い
）

、
配

薬
に

つ
い

て

和
泉

丘
病

院

職
員

の
接

遇
、

服
薬

・
配

薬
に

つ
い

て
（

看
護

師
が

が
患

者
の

口
ま

で
薬

を
入

れ
る

・
食

堂
で

並
ん

で
列

に
な

っ
て

薬
を

飲
む

）
、

金
銭

管
理

や
お

や
つ

の
購

入
や

管
理

に
つ

い
て

（
現

金
の

使
用

機
会

、
明

細
の

発
行

）

1
1

月
2

2
日

1
4

:0
0

-
1

7
:0

0
4

箕
面

神
経

サ
ナ

ト
リ

ウ
ム

職
員

の
接

遇
、

入
院

診
療

計
画

･
退

院
支

援
、

診
察

（
詰

所
の

な
い

で
行

う
）

、
金

銭
管

理
に

つ
い

て
（

自
己

管
理

が
少

な
い

）
、

電
話

の
設

置
状

況
坂

根
病

院

知
的

障
害

の
あ

る
患

者
の

受
け

入
れ

に
つ

い
て

（
身

体
拘

束
・

退
院

の
目

処
）

、
職

員
の

接
遇

、
隔

離
室

に
つ

い
て

（
呼

ん
で

も
対

応
し

て
も

ら
え

な
い

、
便

・
尿

臭
、

ト
イ

レ
の

囲
い

、
鉄

格
子

、
カ

レ
ン

ダ
ー

の
設

置
、

室
温

設
定

）
、

身
体

拘
束

（
拘

束
を

付
け

ら
れ

た
状

態
が

見
え

る
、

拘
束

帯
が

無
造

作
に

置
か

れ
て

い
る

、
診

察
の

回
数

が
少

な
い

）

1
月

2
4

日
1

4
:0

0
-
1

7
:0

0
5

大
阪

市
立

総
合

医
療

セ
ン

タ
ー

意
見

箱
の

回
答

に
つ

い
て

、
薬

の
渡

し
方

に
つ

い
て

、
ト

イ
レ

の
ド

ア
の

高
さ

に
つ

い
て

京
阪

病
院

職
員

の
接

遇
、

入
院

診
療

計
画

･
退

院
支

援
、

意
見

箱
と

投
書

の
取

扱
い

に
つ

い
て

、
ト

イ
レ

に
つ

い
て

（
男

女
の

ト
イ

レ
の

区
別

が
つ

か
な

い
・

サ
ニ

タ
リ

ー
ボ

ッ
ク

ス
の

設
置

・
身

体
障

害
者

用
ト

イ
レ

に
ポ

ー
タ

ブ
ル

ト
イ

レ
が

置
か

れ
て

い
る

こ
と

）

3
月

1
6

日

会
場

：
大

阪
府

こ
こ

ろ
の

健
康

総
合

セ
ン

タ
ー

　
　

　
大

阪
市

住
吉

区
万

代
東

３
－

１
－

４
６

２２
００

１１
99

年年
度度

　　
大大

阪阪
府府

精精
神神

科科
医医

療療
機機

関関
療療

養養
環環

境境
検検

討討
協協

議議
会会

のの
開開

催催
状状

況況

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
対

策
の

た
め

開
催

を
中

止

別別
紙紙

５５
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▽身体拘束について～法的視点から～
細井 大輔／弁護士・大阪精神医療人権センター理事
▽身体拘束の現状～現場で働く方からの視点～
◆権利擁護システム研究会参加者（家族・看護師・
精神保健福祉士）／匿名
◆権利擁護システム研究会参加者（作業療法士）／
匿名
▽身体拘束の現場に立ち合って～身体拘束へのプロ
セスを考える～／芦田 邦子・地域生活支援センター
すいすい
▽第３回権利擁護システム研究会を振り返って
◆身体拘束という「治療の文化」／権利擁護システ
ム研究会コーディネーター・竹端 寛・兵庫県立大学
▽権利擁護システム研究会に参加して
◆～身体拘束なぜ？ ５つの疑問／四木 信・元当事者、
現在「人間学考」構想中
◆退院後の「足かせ」を解くために／藤井 渉　花園大学
▽身体拘束の現状と問題点～看護師の視点から～／
有我 譲慶・看護師・大阪精神医療人権センター理事
▽療養環境サポーター活動報告／久米田病院
▽療養環境サポーター活動報告／関西記念病院
▽特別協力会員募集　キャンペーン／公開講座　精
神科病院に入院中の方の権利擁護活動の拡充に向け
て　ご案内
▽連載～第３回・精神科の入院体験は本人の心に何を
もたらすか／原 昌平／読売新聞大阪本社編集委員、精
神保健福祉士、大阪府立大学・立命館大学客員研究員
▽身体拘束に関する入院中の方の声
▽入院者の声

▽権利擁護システム研究会の目指す方向性／権利擁
護システム研究会コーディネーター　竹端 寛・兵庫
県立大学
▽認定 NPO 法人大阪精神医療人権センター活動報告
会（総会）・記念講演会「精神科病院における身体拘
束を考える」／講師　長谷川利夫さん・杏林大学教授・
精神科の身体拘束を考える会代表
▽アンケート結果　参加者の声
▽個別相談活動の紹介と実践／大阪精神医療人権セ
ンター　個別相談検討チーム　彼谷 哲志
▽面会活動に参加している方の声
▽退院した方の声～退院請求を利用して～
▽権利擁護システムの構築に向けた最近の活動と、
これまでの経緯／大阪精神医療人権センター理事・
弁護士　細井 大輔
▽障害者政策総合研究事業　分担研究「精神障害者
の意思決定及び意思表明支援に関する研究」に当セ
ンター関係者が参加することの是非及び懸念事項／
大阪精神医療人権センター理事・弁護士　里見和夫
▽療養環境サポーター活動報告／阪南病院
▽療養環境サポーター活動報告／大阪さやま病院
▽入院者の声

精神科病院における身体拘束を考える 個別相談活動
～精神科病院に入院する方々の立場にたった権利擁護活動を実践するために～

別紙６
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▽個人の尊重原理と精神障害者～憲法の視点から考
える～／石埼 学・龍谷大学法学部教授・憲法学
▽精神科の入院体験は患者の心に何をもたらすか　
連載第 4 回／原 昌平・読売新聞大阪本社編集委員、
精神保健福祉士、大阪府立大学・立命館大学客員研
究員
▽２０１９年度　第１回権利擁護システム研究会報
告　社会的入院は国家による人権侵害／竹端 寛・兵
庫県立大学
▽レポート　辻井誠人さん・角野太一さんのお話を
聞いてきました／渡辺みちよ
▼特集　精神障害者の権利擁護に取り組む他団体の
活動を知る
＜大阪府以外でも活動している団体＞
認定 NPO 法人地域精神保健福祉機構【コンボ】〈久
永 文恵〉公益社団法人全国精神保健福祉会連合会【み
んなねっと】〈事務局長　小幡 恭弘〉特定非営利活動
法人全国精神障害者地域生活支援協議会【あみ】〈常
任理事　伊澤 雄一〉
＜大阪府内で主に活動している団体の活動紹介＞
大阪精神障害者連絡会・愛称ぼちぼちクラブ〈代表
　山本 深雪〉公益社団法人大阪精神科診療所協会〈釘
抜 利明〉一般社団法人大阪精神保健福祉士協会【大
阪 PSW 協会】〈会長　萩原 敦子〉特定非営利活動法
人精神障害者支援の会ヒット〈理事長　芦田 邦子〉
大阪弁護士会〈ひまわり精神保健部会　副部会長　
伊達山 伸嗣〉
▽療養環境サポーター活動報告／さわ病院
▽療養環境サポーター活動報告／阪和サナトリウム
▽入院者の声

▽特集　精神科病院への訪問活動（療養環境サポー
ター制度）／大阪府精神科医療機関療養環境検討協
議会事業
▽精神科病院への訪問活動の変遷・現状・今後につい
て／大阪精神医療人権センター　共同代表　大槻 和夫
▽精神科病院への訪問活動の実際／大阪精神医療人権
センター　運営会員・療養環境サポーター関口 美穂
▽訪問活動参加者の声／たにぐちまゆ・近島勇・大
倉弘子・藤原理枝
▽大阪府精神科医療機関療養環境検討協議会に参加
して～大阪府精神科医療機関療養環境検討協議会の
各委員より～
精神科医療機関療養環境検討協議会　会長　黒田 研
二／大阪精神障害者連絡会　小田原 孝
大阪府精神障害者家族会連合会（だいかれん） 副会長
　大野 素子／大阪精神科病院協会　副会長　長尾 喜
一郎　大阪精神科診療所協会　撫井 弘二／日本精神
科看護協会大阪府支部　西田 幸一／大阪府社会福祉
協議会　地域福祉部　権利擁護推進室　室長　堤添 
隆弘／大阪弁護士会　高齢者・障害者総合支援セン
ター運営委員会　精神保健部会／弁護士 伊達山 伸嗣
大阪府保健所長会　大阪府茨木保健所　谷掛 千里／
大阪府こころの健康総合センター　所長　籠本 孝雄
／大阪精神医療人権センター　副代表　山本 深雪／
大阪精神保健福祉士協会　島田 泰輔
▽大阪府精神科医療機関療養環境検討協議会を傍聴
して／濵﨑美香・小淵結子
▽療養療養環境サポーター報告／北野病院
▽療養環境サポーター報告／小曽根病院　
▽入院者の声

精神科病院への訪問活動（療養環境サポーター制度）

大阪府精神科医療機関療養環境検討協議会事業

精神障害者の権利擁護に取り組む
他団体の活動を知る
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▽大阪精神医療人権センター設立３５周年に向けて
～これまでと現在、そして今後に向けて～／大阪精
神医療人権センター　共同代表　大槻 和夫
▽大阪精神医療人権センター設立３４周年記念シン
ポジウム「海外の制度から日本の精神医療を考える
～本来求められるべき権利擁護システムの構築に向
けて～」ご報告
▽自由の剥奪に自覚的であるために／竹端 寛（権利
擁護システム研究会コーディネーター　兵庫県立大
学）
▽大阪がハブになり、権利擁護の全国展開を／原 昌
平（ジャーナリスト　精神保健福祉士）
▽フランスの精神科強制治療制度 / 石埼 学（龍谷大
学法学部教授）
▽イギリスの強制通院制度 CTO および権利擁護シス
テムについて～強制医療とアドボケイト～／浜島 恭
子（特定非営利活動法人 DPI 日本会議事務局員　明
治学院大学非常勤講師）
▽２０１９年度の活動とこれからの活動を知って、
大阪精神医療人権センターの活動に一緒に参加・サ
ポート（支援）してください／細井 大輔（大阪精神
医療人権センター　理事・弁護士）
▽個別相談活動＆訪問活動の拡充に向けて
▽権利擁護活動の他地域への拡充に向けて
▽よくある質問を整理しました
▽２０２０年度の向けた活動計画
▽扉よひらけ⑧の発刊を目指します
▽療養環境サポーター活動報告／白井病院
▽療養環境サポーター活動報告／七山病院
▽入院中の方の声

▼ご報告
▽パナソニック　NPO/NGO サポートファンド助成決
定／平尾 良昭
▽損保ジャパン　NPO 基盤強化助成決定／渡辺 みち
よ
▼特集　「海外の視点」「国際的な視点」から日本の
精神医療を考える
▽障害者権利条約　第 1 回政府審査（於：ジュネーブ）
の活動報告／桐原 尚之（全国「精神病」者集団）
▽講演会「精神医療における人権保障の未来　欧州
における恣意的拘禁防止の到達点」（２０２０年３月
８日）にて通訳・解説をされる戸塚 悦朗さんにおき
きしました　Q「恣意的拘禁」とはどういうことです
か？など
▽「自由こそ治療だ」のイタリア「牢屋こそ治療だ」
の日本／大熊 一夫（ジャーナリスト）
▽オーストラリアニューサウスウェールズ州の権利
擁護／松本 真由美（精神保健福祉士・日本医療大学・
大阪精神医療人権センター権利擁護システム研究会）
▼ベルギー、イギリス視察より
▽ベルギー視察から学んだこと～精神科医療が変
わっていくために大切なこと～／弁護士　小山 操子
▽ベルギーの視察から感じたこと～物事の本質を考
え、批判的に考えることの大切さ～／弁護士　佐々
木 信夫
▽イギリスの精神保健制度視察の雑感／弁護士　佐
藤 暁子
▽療養環境サポーター活動報告／阪和いずみ病院
▽療養環境サポーター活動報告／茨木病院
▽入院中の方の声

大阪精神医療人権センター
設立３５周年に向けて 

～これまでと現在、そして今後に向けて～

「国際的な視点」から
日本の精神医療を考える
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別別紙紙７７

第２０回定時総会

日時 ２０１９年５月１８日（土）１２：５０～１４：１５

場所 エルおおさか大会議室　大阪市中央区北浜東３－１４

参加者 運営会員総数　　２４名

出席運営会員数　２２名（うち委任状出席者数５名）　

内容 第１号議案　 ２０１８年度事業報告書承認の件

第２号議案　 ２０１８年度事業会計活動計算書

（財産目録、貸借対照表財務諸表の注記を含む）承認の件

第３号議案　 ２０１９年度事業計画承認の件

第４号議案　 ２０１９年度事業会計活動予算書承認の件

２２００１１９９年年度度　　社社員員総総会会のの開開催催状状況況
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法法人人名名：：

11..

22..

11..

22..

仮払金 4,548

ⅠⅠ  資資産産のの部部

特特定定非非営営利利活活動動法法人人　　大大阪阪精精神神医医療療人人権権セセンンタターー

貸貸借借対対照照表表

((単単位位：：円円))

科科　　　　目目 金金　　　　額額

22002200年年33月月3311日日現現在在

流流動動資資産産
現金預金

流流動動資資産産合合計計 1111,,333311,,884422
固固定定資資産産

固固定定資資産産合合計計 11
資資産産合合計計

流流動動負負債債合合計計 33,,226677,,776633
固固定定負負債債

00
負負債債合合計計 33,,226677,,776633

ⅢⅢ  正正味味財財産産のの部部
前期繰越正味財産 7,887,405
当期正味財産増減額 176,675

固固定定負負債債合合計計

11

118,918
前受金

負負債債及及びび正正味味財財産産合合計計 1111,,333311,,884433
正正味味財財産産合合計計 88,,006644,,008800

1111,,333311,,884433

預り金

（１）有形固定資産
事務機器
有有形形固固定定資資産産計計

ⅡⅡ  負負債債のの部部
流流動動負負債債

2,921,000

1

　現金
　普通預金
　郵便貯金

163,592
2,274,945
8,888,757

未払金 227,845
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法法人人名名：：

11..

22..

11..

22..

事務機器
1

固固定定資資産産

資資産産合合計計

仮払金

特特定定非非営営利利活活動動法法人人　　大大阪阪精精神神医医療療人人権権セセンンタターー

((単単位位：：円円))

科科　　　　目目 金金　　　　額額

ⅠⅠ  資資産産のの部部

財財産産目目録録

流流動動資資産産
現金預金

　現金
　普通預金　三井住友銀行

163,592

8,888,757

4,548

2,274,945
　郵便貯金　ゆうちょ銀行

1111,,333311,,884422流流動動資資産産合合計計
　交通費

1111,,333311,,884433
11

流流動動負負債債合合計計 33,,226677,,776633

預り金

未払金

前受助成金 2,790,000

固固定定負負債債
固固定定負負債債合合計計 00

33,,226677,,776633
正正味味財財産産 88,,006644,,008800

交通費等

源泉所得税
前受金

前受会費

負負債債合合計計

131,000

（１）有形固定資産

3月分給料

印刷機　2011年購入　1台

流流動動負負債債

固固定定資資産産合合計計

ⅡⅡ  負負債債のの部部

11,385

22002200年年33月月3311日日現現在在

118,918

216,460
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法法人人名名：：

11..

22..

33..

44..

55..

50,000×14口

日本財団（前受金）

個別相談ボランティア養成講座冊子・応援プロジェクト

2,500,000

0
1166,,881122,,000000

備　考

3,000×23口

3,000×259口

1,000×76口

5,000×35口

決決算算額額予予算算額額

72,000
660,000

10,000×78口

特特定定非非営営利利活活動動法法人人　　大大阪阪精精神神医医療療人人権権セセンンタターー

個人賛助会員会費（障害者） 76,000

30,000×8口

70,000
200,000
750,000
360,000

0

900,000

0

780,000
240,000

助助成成金金

受受取取寄寄付付金金

2,000ニュース購読料

PanasonicNPO/NGO組織基盤強化助成 330,000

750,000

1166,,660011,,446699

特別協力会費B

(2)パンフレット等の発行
975,007パンフレット等の売上

受受取取会会費費
運営会員会費 69,000
個人賛助会員会費

団体賛助会員会費

777,000

175,000

活活動動計計算算書書

((単単位位：：円円))

科科　　　　目目
ⅠⅠ  経経常常収収益益

受取利息 30

特別協力会費C 700,000

日本財団

4,500,000

6,050,000

特別協力会費A

(1)啓発・広報事業
事事業業収収益益

一般寄付金 5,317,120

7,110,000

そそのの他他収収益益

雑収益 50,312
　　　　経経常常収収益益計計

22001199年年44月月11日日～～22002200年年33月月3311日日
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法法人人名名：：

備　考決決算算額額予予算算額額

特特定定非非営営利利活活動動法法人人　　大大阪阪精精神神医医療療人人権権セセンンタターー

活活動動計計算算書書

((単単位位：：円円))

科科　　　　目目

22001199年年44月月11日日～～22002200年年33月月3311日日

11..

22..

 

 

WEBページレンタルサーバー代等

会費や寄付の領収書送料等

専従職員・アルバイト交通費等

パソコンソフト代、システム使用料等

会計顧問料を含む

社会保険料、退職金積立

健康診断料

会議用コピー代等

ホームページ等システム製作費・冊子編集・動画作
成・配信等を含む

講演会・研究会会場費

訪問活動・講演会打ち合わせ等

講演会講師・権利擁護システム研究会コーディネー
ター、助成事業検討チーム委員等

人権センターニュース・チラシ製作費等

人権センターニュース・チラシ送料等

面会活動・訪問活動・専従職員・アルバイト・講師等
交通費

専従職員１名、アルバイト等
管理費・業務委託費として72万円を支出

社会保険料

33,600
50,000

996633,,660000

1166,,666699,,000000

0
300,000

80,000

25,000

22,,448800,,660000
33,,444444,,220000

24,000
280,000

120,000

720,000
378,000

200,000
30,000

1,400,000

50,000
0

100,000

134,400
44,,998844,,440000

734,400
96,000

1,400,000

100,000

88,,006644,,008800

1166,,442244,,779944
当当期期正正味味財財産産増増減減額額
前前期期繰繰越越正正味味財財産産額額 77,,888877,,440055
次次期期繰繰越越正正味味財財産産額額

114433,,000000
77,,888877,,440055
88,,003300,,440055

24,898

そそのの他他経経費費計計 22,,446600,,113300
管管理理費費計計 33,,552233,,009999

通信・郵送費

117766,,667755
　　　　経経常常費費用用計計

1,604
31,375

21,600

694,888
57,452

1,265,890

60
126,803

18,603

消耗品・事務用品費
51,988
53,474

122,945

10,000
30,000

100,000
50,000

369,600
60,000

雑費 62,378

家賃・共益費
水道・光熱費

保険料

印刷費

105,293交通費
資料・書籍等購入費

147,375

管管理理費費

800,000

事事業業費費計計 1122,,990011,,6699551133,,222244,,880000

給料手当
（（11））人人件件費費

1,022,429
395,528

1,269,370

500,000

2,000,000

諸会費

555,000
35,000

1,220,000

20,000

家賃・共益費 589,500

人人件件費費計計 55,,990066,,886611

水道・光熱費 74,414

法定福利費 375,203

4,500,000

350,000

給料手当 5,405,258

通信・郵送費

交通費

資料・書籍等購入費
消耗品・事務用品費

中退共掛金

事事業業費費

（（22））そそのの他他経経費費

印刷費

（（11））人人件件費費

会場費
会議費

諸謝金

ⅡⅡ  経経常常費費用用

93,801

34,759
168,675

人人件件費費計計 11,,006622,,996699
（（22））そそのの他他経経費費

183,600

支払手数料

雑費

そそのの他他経経費費計計

332,699

外注費

支払手数料

減価償却費 0
88,,224400,,440000

937,568

66,,999944,,883344

福利厚生費

0

19,500

法定福利費

租税公課
諸会費
設備・備品費
広告宣伝費

126,400

中退共掛金 31,600

業務委託費
顧問報酬料

918,262

1,404,852

58,868
9,882
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（1）

2. 使途等が制約された寄附金等の内訳

使途等が制約された寄附金等の内訳（正味財産の増減及び残高の状況）は以下の通りです。

当法人の正味財産は8,064,080円であり、使途が制約された寄付金、助成金は2,790,000円です。

したがって使途が制約されていない正味財産は5,274,080円です。

（単位：円）

期首残高 当期増加額 当期減少額 期末残高

日本財団 2,500,000 6,050,000 7,110,000 1,440,000

0 980,000 330,000 650,000

0 700,000 0 700,000

合計 2,500,000 7,730,000 7,440,000 2,790,000

3．

期首取得価額 取得 減少 期末取得価額 減価償却累計額 期末帳簿価額

840,000 0 0 884400,,000000 △ 839,999 11

884400,,000000 00 00 884400,,000000 △△  883399,,999999 11

4．

財務諸表に計
上された金額

内役員及び近
親者との取引

5,317,120 1,050,388

55,,331177,,112200 11,,005500,,338888

一般寄付金

内容 備考

科　目

（活動計算書）

合合　　　　計計

Panasonic

損保ジャパン

事務機器　印刷機

役員及びその近親者との取引の内容

固定資産の増減は以下の通りです。

固定資産の増減内訳

科　　目

役員及びその近親者との取引は以下の通りです。

(単位：円)

(単位：円)

有形固定資産

固定資産の減価償却の方法

財財務務諸諸表表のの注注記記

重要な会計方針

財務諸表の作成は、NPO法人会計基準（２０１０年７月２０日　２０１１年１１月２０日一部改正　ＮＰＯ法人会計基
準協議会）によっています。

有形固定資産は、法人税法の規定に基づいて定率法で償却をしています。
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２２００２２００年年度度  事事業業計計画画書書  

（（事事業業期期間間：：２２００２２００年年４４月月１１日日～～２２００２２１１年年３３月月３３１１日日））  

 

認定ＮＰＯ法人大阪精神医療人権センター 

 

第第１１  事事業業のの実実施施方方針針  

１ 当センターが取り組んでいる課題は、精神障害者の権利保障を実現し、日本の

精神医療の現状を変えるというとても大きなものです。この課題解決に向けて、

私たちと思いを共有する支援者の皆様の協力が必要不可欠です。 

２ 他方で、現在、新型コロナウイルス感染症の拡大に伴い、精神科に入院中の方

への面会活動や精神科病院への訪問活動（療養環境サポーター制度）も制約され

ており、精神科に入院中の方の立場に立った権利擁護活動の実践が困難な状況が

生じています。 

また、複数の精神科病院内における新型コロナウイルス感染症の発症も確認さ

れており、入院中の方は閉鎖処遇や強制入院によりいわゆる「３つの密」（密閉空

間・密集場所・密接場面）のリスクを強いられている状況にあります。 

そのような状況下において、①精神障害を理由に新型コロナウイルス感染症の

予防・検査・治療を含め入院中の方が適切な医療にアクセスする機会が妨げられ

ず、また、差別又は不利益を受けないこと、②外部との面会を一律に禁止するの

ではなく、携帯電話、スマートフォンやウェブシステムを活用した通信・面会の

自由を保障すること、③退院に向けた活動や処遇が制限されないことが求められ

ます。 

３ 当センターは、このような状況の中で、できない理由を探すのではなく、どう

すればできるのかという視点から、２０２０年度も活動を継続し、変化に柔軟に

対応し、『精神障害のある人々の人権を守り、安心してかかれる精神医療を実現す

る』というミッション（目的）の実現を目指します。 

 

講講演演会会、、検検討討会会等等のの参参加加型型企企画画のの方方向向性性：：  

当センターは、「社会をかえる」というビジョンのもとで、同じ思いを有する人た

ちのコミュニケーションを活性化させ、社会全体の意識の変化につなげることを目

的に、現地会場において講演会、意見交換会等を開催してきました。  

このような企画に関し、新型コロナウイルス感染症の影響に鑑み、２０２０年度

は、IT ツール等を活用し、従前の企画の質を低下させることなく、オンライン開催

を視野に入れて継続することを検討しています。  
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第第２２  ２２００２２００年年度度・・９９つつのの重重点点的的なな活活動動内内容容  

１１  声声をを きき くく～～ 精精神神 科科 にに入入 院院すす るる 方方のの 立立場場 にに たたっっ たた権権 利利 擁擁護護 活活動動 をを 実実践践 すするる たためめ

にに～～  

①  新型コロナウイルス感染症の拡大に伴い、面会活動が制約されている状況に

おいても、「声をきく～精神科に入院中の方の立場に立った権利擁護活動を実

践する～」というビジョンを実現するための方法を検討し、サステナビリティ

（持続可能性）のある権利擁護システムの構築を目指すこと 

②  面会活動が制約されている中でも、活動参加者が引き続き活動に参加できる

ように、その不安や悩みを共有できる場所（事例検討会の開催を含む。）を提

供し、安心して活動に参加できる体制を目指すこと 

③  ア）日本財団助成事業「精神科に入院中の方への権利擁護の普及のためのコン

サルテーション」事業（２０２０年度）を活用し、また、イ）厚生労働行政推

進調査事業補助金（障害者政策総合研究事業）「地域精神保健医療福祉体制の

機能強化を推進する政策研究」分担研究「精神障害者の意思決定及び意思表明

支援に関する研究」（２０１９年度）に関与することで、全国の団体との連携、

協力を強化し、入院者の立場に立った権利擁護活動を全国に普及させること

を目指すこと 

 

２２  扉扉ををひひららくく～～精精神神科科病病院院をを開開かかれれたたももののににすするるたためめにに～～  

①  新型コロナウイルス感染症による影響により療養環境サポーター制度(大阪府

精神科医療機関療養環境検討協議会事業)が中断していますが、その再開に備

えて、訪問活動に関する情報（活動の必要性と概要、留意事項、スキル、チェ

ックリスト等）を重点的に整理し、「扉よひらけ⑧」の発刊の中で、その成果

の共有を目指すこと 

②  人権センターニュースの電子書籍化、フェイスブック、YouTube チャンネル、

note を活用することにより、情報発信を強化すること 

③  ２０２０年３月に発覚した神出病院での複数の病院職員らによる長期間にわ

たる入院者へのわいせつ、暴行、虐待事件に関し、他団体と連携、協力し、被

害実態の徹底的な解明と再発の防止、障害者虐待防止法の対象に医療機関を

含めるよう求めること 

 

３３  社社会会ををかかええるる～～安安心心ししててかかかかれれるる精精神神医医療療をを実実現現すするるたためめにに～～  

①  精神障害を理由に、ア）新型コロナウイルス感染症の予防・検査・治療を含む

適切な医療にアクセスする権利が奪われないこと、イ）同感染症対策の中で差

別又は不利益を受けないこと、及びウ）退院や処遇（面会・通信の自由を含み

ます。）が不当に制限されないようにすること 
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②  権利擁護システム研究会では、ア）日本の精神医療の現状、原因、課題を正確

に把握し、イ）現状を変えるための方向性と方法論について、ウ）立場をこえ

て議論し、できない理由ではなく、できる方法論を追及することを大切にして

きました。このような危機的状況であるからこそ、同研究会が大切にしてきた

価値観を実践するため、２０２０年度も権利擁護システム研究会を継続する

こと 

③  新型コロナウイルス感染症の影響が終結することを見据えて、全国における

精神医療及び精神保健福祉における権利擁護活動の実施状況を調査・整理し、

未来に向けた権利擁護活動のあり方を検討すること 

 

第第３３  個個別別相相談談活活動動のの実実施施方方針針  

１１  個個別別相相談談のの実実施施  

（１）  「 声を き く ～精 神 科 に入 院 す る方 の 立 場に 立 っ た権 利 擁 護活 動 を 実践 す る た

めに」というビジョンのもとで、２０２０年度も、当センターでは、主に精神

科に入院中の方から、手紙、ＦＡＸ、電話及び面会による個別相談の実施を継

続します。 

（２）  新型コロナウイルス感染症の拡大に伴い、面会活動が制約されている中で、「声

をきく」という価値観を実践するため、面会活動以外の代替的な手段を検討し

ます。例えば、E メールによる個別相談の開始、電話相談の対応日時の拡大、

スマートフォン・タブレット・ウェブ会議システムの活用等を検討します。 

 

２２  大大阪阪府府内内ににおおけけるる個個別別相相談談活活動動のの充充実実にに向向けけたた取取組組   

（１）  個別相談活動に関心、興味のある方に向けた養成講座の開催（年１回） 

（２）  事例検討会の開催（年２回） 

 

３３  精精神神科科病病院院入入院院者者へへのの権権利利擁擁護護活活動動のの様様々々なな地地域域へへのの拡拡充充（（＊＊））  

（１）  大阪府以外の団体と連携、協力した検討チームの開催（年４回） 

（２）  大阪府以外の団体と連携、協力した設立３５周年の記念講演会の開催（１１月） 

（３）  各地に精神医療人権センターを立ち上げるために必要となる情報、ノウハウを

整理し、マニュアル化を行う。 

（４）  大阪府以外における公開講座又は事例検討会の開催 

 

＊日本財団助成事業「精神科に入院中の方への権利擁護の普及のためのコンサルテー

ション」事業（２０２０年度） 
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第４  精神科病院への訪問活動及び情報公開の実施方針  

１  精神科病院への訪問活動の実施  

当センターは、２０２０年度も療養環境サポーター制度の取組に参加し、毎月

１回、精神科病院への訪問活動を実施し、２か月に１回開催される大阪府精神科

医療機関療養環境検討協議会に当センターから２名の委員が参加することを予定

しています。  

もっとも、新型コロナウイルス感染症の拡大に鑑み、同活動が中断されている

ところ、その再開に備えて訪問活動に関する情報（活動の必要性と概要、留意事

項、スキル、チェックリスト等）を重点的に整理し、「扉よひらけ⑧」の発刊の中

で、その成果を共有することを計画しています。  

また、大阪精神医療センターの医療観察法病棟に２か月に一回の面会相談活動

を継続していきます。  

 

２  情報公開  

（１）  ６３０調査の情報公開請求に向けた取り組みを行います。  

（２）  人権センターニュース（２か月に１回）やウェブサイトにて、療養環境サポー

ターの活動報告を随時、掲載します。また、より多くの方々がアクセスしやす

くするため、人権センターニュースの電子書籍化を目指します。  

（３）  日本の精神科医療の現状をより多くの方々に知ってもらい、精神科病院の「扉

をひらくため」に、フェイスブック、Youtube チャンネル、note 等を活用し、

情報発信を強化します。  

（４）  設立３５周年を記念して、精神科病院への訪問活動を整理した「扉よひらけ⑧」

の発刊を目指します。  

 

 ３  精神科病院への訪問活動の充実に向けて  

精神科病院への訪問活動に参加する療養環境サポーターの皆様に参加していた

だき、精神科病院への訪問活動の充実に向けて、意見交換会を開催します。  

 

 ４  精神科病院の密室性、閉鎖性の解消に向けて  

２０２０年３月に発覚した神出病院での複数の病院職員らによる長期間にわた

る入院者へのわいせつ、暴行、虐待事件に関し、他団体と連携、協力し、被害実

態の徹底的な解明と再発の防止を求めます。  

 

第５  精神医療及び精神保健福祉に係る啓発 ・政策提言活動の実施方針  

１  声明、意見表明等による政策提言活動  

２０２０年度も、「人権」及び「人間の尊厳」の観点から、当センターが取り組
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むべき社会的課題の解決に向けて、権利擁護システム研究会が中心となり、声明

等を作成し、公表することによって、当センターが大切にしている価値観をより

多くの方に伝えます。  

 

①  強制入院制度の抜本的見直し（その廃止を含む。）に向けて  

②  精神科に入院中の方の権利擁護システムの構築に向けて  

③  長期入院、社会的入院の解消に向けて／重度かつ慢性の概念の問題  

④  措置入院に関するガイドラインの問題  

⑤  精神医療審査会の問題点  

⑥  増加する身体拘束・隔離の問題  

⑦  ６３０調査のあり方について  

⑧  精神科特例の廃止  

⑨  「精神病院建築基準の改正について」 (昭和四四年六月二三日 )(衛発第四三一

号 )(各都道府県知事あて厚生省公衆衛生局長通知 )について  

⑩  患者の権利を中心とする医療基本法の制定  

⑪  神出病院事件  

⑫  精神障害、精神疾患を理由に、新型コロナウイルス感染症の予防・検査・治療

を含む適切な医療にアクセスする権利が奪われないこと  

 

２  権利擁護システム研究会の開催  

２０２０年度も、竹端寛さん（兵庫県立大学）に加えて、原昌平さん（ジャー

ナリスト［元読売新聞大阪本社  編集委員］）をコーディネーターに迎え、日本の

精神医療の現状を追認せず、現状を変えるための方策を検討するために研究会を

開催します。  

この研究会では、①日本の精神医療の現状、原因、課題を正確に把握し、②現

状を変えるための方向性と方法論について、③立場をこえて議論し、できない理

由ではなく、できる方法論を追及することを大切にしています。  

そのため、２０２０年度も、権利擁護システム研究会も、オンライン開催を含

めて開催を予定しています。  

 

２０２０年度の権利擁護システム研究会：  

強制・管理・抑圧の多い精神医療を変えるには、法制度や政策だけでなく、

根底にある精神医療の考え方（思想・文化）について掘り下げる必要がありま

す。  

病気や障害をどのようにとらえるか、患者とどう接するか、治療や回復の目

標はどこにあり、どんなことが有用なのか。医療関係者がこれまで当然と思っ
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てきたことは、実は偏った思考の枠組みかもしれません。日本の精神医療の現

状を変えていくためには、このような思考を再考し、変わっていく必要があり

ます。 

このような探究は、制度政策の改革を打ち出すときの基軸になり、現場から

医療を変える力にもなっていきます。 

 

キーワード：強制・管理・抑圧を変えていく、精神医療を変えるための実践、

治療文化 

 

３３  調調査査事事業業  

全国における精神医療及び精神保健福祉における権利擁護活動の実施状況を調

査・整理し、未来における権利擁護活動のあり方の追求を目指す。  

  

４４  講講演演会会のの開開催催  

（１）  新型コロナウイルス感染症の影響を考慮し、オンライン開催も視野にいれて開

催方法も工夫しながら、記念講演会（年に１～２回）の開催を目指します。 

（２）  医療観察法の廃止に向けた講演会（年２回・開催日時は未定） 

  

５５  書書籍籍出出版版  

  現在、特定非営利活動法人 DPI 日本会議から協力依頼を受け、『精神障害のあ

る人の権利 Q＆A（仮）』（2020 年 11 月発行予定）解放出版社の出版に取り組

んでいます。本書籍の執筆者には、大阪精神医療人権センターの活動参加者も多

く参加しています。 

  

６６  講講師師派派遣遣等等  

大阪精神医療人権センターのビジョン（目的）の一つには、「社会をかえる～安

心してかかれる精神医療を実現する～」があります。 

この目的を実現するためには、長年の活動から得られた経験、ノウハウをもと

に、当センターのビジョン（声をきく、扉をひらく、社会をかえる）をもとに、

学校、病院、福祉施設、行政機関、ＮＰＯ等の非営利組織等の団体に対し、これ

まで講師派遣（有償）を実践してきました。 

この活動により精神障がい者の自由が守られ、また、精神障害・精神疾患に対

する差別、偏見の解消を目指しています。病院内の人権研修にも対応します。 

2020 年度も講師派遣等の事業に力を入れて取り組みます。 
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講講師師派派遣遣活活動動のの例例  

 精神障がい者の人権 

 ３つのビジョン（声をきく、扉をひらく、社会をかえる）ことの大切さと実践 

 障害者権利条約、人権の視点から精神保健福祉法を考える 

 精神障害者地域移行・地域定着支援事業の内容、実践、事例紹介 

 行動制限（身体拘束、隔離）・閉鎖病棟・長期入院・強制入院をなくしていくた

めに／減らしていくために 

 精神科医療の歴史・変遷 

 精神科医療における権利擁護活動の意義・内容・成果 

 入院中の方の声をきくこと 

 入院経験のある方の体験談 

 療養環境サポーター制度(大阪府精神科医療機関療養環境検討協議会事業)の歴

史・活動内容・成果 

 大阪精神医療人権センターの活動の意義と成果（個別相談活動の始め方） 

 大和川病院事件から考える日本の精神科医療 

 

以 上 
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法法人人名名：：

11..

22..

33..

44..

55..

前前年年度度決決算算額額 備備考考

PanasonicNPO/NGO組織基盤強化助成 330,000 650,000

((単単位位：：円円))

ⅠⅠ  経経常常収収益益
受受取取会会費費

特特定定非非営営利利活活動動法法人人　　大大阪阪精精神神医医療療人人権権セセンンタターー

科科　　　　目目

運営会員会費 69,000 3,000×24口

活活動動予予算算書書
22002200年年44月月11日日～～22002211年年33月月3311日日

予予算算額額

72,000
個人賛助会員会費 777,000 3,000×280口　

30,000×12口　

個人賛助会員会費（障害者） 76,000 1,000×80口　

団体賛助会員会費 175,000 5,000×40口

特別協力会費C 700,000 50,000×15口

受受取取寄寄付付金金

特別協力会費A 780,000 10,000×90口　

特別協力会費B 240,000

一般寄付金 5,317,120
助助成成金金
日本財団 7,110,000

損保ジャパン
事事業業収収益益
(1)啓発・広報事業

パンフレット等の売上 975,007 扉よひらけ⑧・応援プロジェクト

そそのの他他収収益益

ニュース購読料 2,000
(2)パンフレット等の発行

雑収益 50,312
　　　　経経常常収収益益計計 1166,,660011,,446699

受取利息 30

750,000

5,000,000

1,200,000

840,000
80,000

200,000
900,000
360,000

30
0

1188,,443344,,003300

7,680,000

700,000

2,000
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11..

22..

 

 

（（11））人人件件費費

給料手当 5,405,258

ⅡⅡ  経経常常費費用用
事事業業費費

専従職員1名、アルバイト等
管理費・業務委託費として72万円を支出

法定福利費 375,203 社会保険料

中退共掛金 126,400 126,400

家賃・共益費 589,500
水道・光熱費 74,414

人人件件費費計計 55,,990066,,886611
（（22））そそのの他他経経費費

印刷費 1,022,429 人権センターニュース・チラシ・冊子・リーフレット製作費等

通信・郵送費 395,528 人権センターニュース・チラシ・冊子・リーフレット送料等

交通費 1,269,370
面会活動・訪問活動・専従職員・アルバイト・講師等交
通費

会場費 694,888 講演会・研究会会場費600,000

1,250,000

会議費 57,452 訪問活動・講演会打ち合わせ等

諸謝金 1,265,890
講演会講師・権利擁護システム研究会コーディネー
ター、助成事業検討チーム委員等

60,000

1,600,000

諸会費 24,898

外注費 1,404,852 ホームページ等システム製作費を含む

資料・書籍等購入費 60 精神保健福祉資料情報公開請求コピー代等

消耗品・事務用品費 126,803

減価償却費 0
そそのの他他経経費費計計 66,,999944,,883344

支払手数料 58,868
雑費 9,882

（（11））人人件件費費
給料手当 937,568

事事業業費費計計 1122,,990011,,669955
管管理理費費

法定福利費 93,801 社会保険料、退職金積立

中退共掛金 31,600
100,000
31,600

家賃・共益費 147,375

福利厚生費 健康診断料

人人件件費費計計 11,,006622,,996699

水道・光熱費 18,603
印刷費 34,759

（（22））そそのの他他経経費費

会議用コピー代等

通信・郵送費 168,675 会費や寄付の領収書送料等

交通費 120,000 専従職員・アルバイト交通費等

200,000
105,293

50,000

租税公課 1,604
諸会費 31,375

資料・書籍等購入費 51,988
消耗品・事務用品費 53,474

設備・備品費 332,699 パソコンソフト代、システム使用料等

広告宣伝費 21,600 50,000
100,000

業務委託費 918,262
顧問報酬料 369,600 会計顧問料を含む

950,000
400,000

支払手数料 122,945
保険料 19,500

150,000

33,,552233,,009999

　　　　経経常常費費用用計計 1166,,442244,,779944

雑費 62,378 WEBページレンタルサーバー代等

そそのの他他経経費費計計 22,,446600,,113300

設備・備品費 0

次次期期繰繰越越正正味味財財産産額額 88,,006644,,008800

当当期期正正味味財財産産増増減減額額 117766,,667755

前前期期繰繰越越正正味味財財産産額額 77,,888877,,440055

管管理理費費計計

66,,557766,,440000

734,400
80,000

1,500,000
250,000

6,000,000

450,000

1,000,000

20,000
150,000
30,000

1,800,000
60,000
10,000

0
88,,114444,,440000

1144,,772200,,880000

150,000
20,000

88,,006644,,008800

11,,113311,,660000

20,000
70,000
10,000
35,000

88,,119955,,771100

25,000
100,000

22,,445500,,000000
33,,558811,,660000

1188,,330022,,440000

113311,,663300
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認定ＮＰＯ法人大阪精神医療人権センター役員名簿 

 

代表理事   位 田   浩 

代表理事   大 槻 和 夫 

副代表理事  山 本 深 雪 

理 事    大久保 圭 策 

理 事    有 我 譲 慶 

理 事    里 見 和 夫 

理 事    たにぐち まゆ 

理 事    藤 原 理 枝 

理 事    細 井 大 輔 

監 事    芦 田 邦 子 
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